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これが秋田だ！ 食と芸能大祭典2016(６／３～５)

市民の生活情報誌



６
月
11
日
土
曜
日
、
快
晴
の
昼
下
が

り
、
市
役
所
前
か
ら｢

秋
田
市
観
光
ｍ
ｙ

タ
ク
シ
ー｣

に
乗
っ
て
み
ま
し
た
。
市

街
地
の
東
へ
向
か
い
、
車
は
い
つ
し
か

深
い
緑
の
陰
と
ま
ぶ
し
い
初
夏
の
光
の

中
へ
す
べ
り
込
ん
で
い
ま
し
た
。
30
分

程
で
河
辺
の
岨
谷
峡
に
到
着
。
気
温
が

30
度
近
く
ま
で
上
が
っ
た
暑
い
日
で
し

た
が
、
岩
見
川
の
清
流
に
沿
っ
て
、
せ

せ
ら
ぎ
と
野
鳥
の
さ
え
ず
り
を
聞
き
な

が
ら
の
散
策
は
、
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
効

果
の
お
か
げ
か
全
身
が
癒い

や
さ
れ
、
思

い
の
ほ
か
涼
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
、
車
で
４
、
５
分
程
の
へ
そ
公

園
へ
。
そ
こ
で
１
歳
半
に
な
る
か
わ
い

い
男
の
子
を
抱
っ
こ
し
た
ご
夫
婦
に
、

た
ま
た
ま
お
会
い
し
言
葉
を
交
わ
し
た

と
こ
ろ
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
来
て
ち
ょ
う

ど
お
弁
当
を
食
べ
終
え
た
ば
か
り
と
の

こ
と
。
今
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
、
市
の

第
２
子
以
降
の
保
育
料
無
償
化
の
制
度

も
ご
存
知
で
、｢

も
う
１
人
子
ど
も
が

欲
し
い
な｣

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
双
子
と
年
子
だ
と
い
う
３
人

の
女
の
子
を
連
れ
て
遊
び
に
来
て
い
た

ご
家
族
に
も
お
会
い
し
ま
し
た
。
多
く

の
自
治
体
が
人
口
減
少
や
少
子
化
の
問

題
に
直
面
し
て
い
る
昨
今
、
こ
の
日
お

会
い
し
た
よ
う
な
家
族
を
増
や
し
て
い

く
施
策
が
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。

さ
て
、
趣

お
も
む
き

を
変
え
て
車
が
次
に
向
か

っ
た
先
は
、
手
形
の
平
田
篤
胤

あ
つ
た
ね

の
墓
と

秋
田
大
学
鉱
業
博
物
館
。
秋
田
駅
か
ら

だ
と
車
で
10
分
か
か
り
ま
せ
ん
。
賀
茂

か

も

の

真ま

淵ぶ
ち

や
本
居

も
と
お
り

宣
長

の
り
な
が

ら
と
と
も
に｢

国
学

四
大
人｣

の
一
人
と
称
さ
れ
る
郷
土
が

生
ん
だ
著
名
な
国
学
者
の
墓
や
、
２
万

点
を
超
え
る
標
本
を
有
し
、
国
内
外
で

学
術
的
に
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
博

物
館
が
、
普
段
あ
ま
り
意
識
し
ま
せ
ん

が
、
実
は
す
ぐ
身
の
周
り
に
あ
る
の
で

す
ね
。
今
回｢

観
光
ｍ
ｙ
タ
ク
シ
ー｣

を

利
用
し
て
、
改
め
て
気
づ
き
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
で
す
か
ら
こ
の
タ
ク
シ
ー

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
市
で
は
人

口
減
少
や
少
子
化
と
い
っ
た
課
題
に
取

り
組
む
中
で
、
観
光
振
興
に
よ
る
地
域

経
済
の
活
性
化･

雇
用
創
出
が
重
要
と
捉

え
、
市
役
所
内
の
〝
魅
力
再
発
見
検
討
チ

ー
ム
〞
で
議
論
を
重
ね
こ
の
ア
イ
デ
ア

を
練
り
上
げ
ま
し
た
。
小
型
タ
ク
シ
ー

を
正
規
料
金
で
４
時
間
利
用
す
る
と
約

２
万
６
千
円
か
か
り
ま
す
が
、
こ
れ
を

観
光
コ
ー
ス
と
し
て
国
に
申
請
す
る

と
、
半
額
の
１
万
３
千
円
で
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
市
が
独

自
に
３
千
円
を
助
成
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
の
で
、
１
万
円
で
小
型
タ
ク
シ
ー

を
４
時
間
チ
ャ
ー
タ
ー
で
き
ま
す
。
４

人
だ
と
１
人
２
千
500
円
に
な
り
ま
す
。

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
制
度
、

い
ろ
い
ろ
な
観
光
コ
ー
ス
を
自
由
に
選

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
市
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
利
用
も
歓
迎
で
す
。

私
を
案
内
し
て
く
れ
た
池
田
紀の

り

代
志

よ

し

さ

ん
と
い
う
親
切
な
運
転
手
さ
ん
は
、

｢

秋
田
市
ふ
る
さ
と
案
内
人｣

で
も
あ

り
、
地
域
や
歴
史
に
と
て
も
造
詣

ぞ
う
け
い

が
深

い
か
た
で
し
た
。
観
光
客
に
は
新
鮮

に
、
地
元
の
か
た
は
改
め
て
、
秋
田
の

魅
力
に
感
動
す
る
こ
と
請
け
合
い
で

す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
乗
車
く
だ
さ
い
。

◆秋田市ホームページで市長の動向や記者会見の内容などをお伝えしています。
｢市長ほっとコーナー｣ http://www.city.akita.akita.jp/city/mayor/

よ
う
こ
そ
あ
き
た
へ
①
〜
秋
田
市
観
光
ｍ
ｙ

マ

イ

タ
ク
シ
ー

市長コラム・日々初心

市長 ● 穂積 志(もとむ)

観
光
ｍ
ｙ
タ
ク
シ
ー
で
、
ほ
の
ぼ
の
し
た

出
会
い
も
♪(

河
辺
へ
そ
公
園
で)

秋田市観光ｍｙタクシーについて、詳しくは観光振興課へお問い合わせいただくか、

同課ホームページをご覧ください。☎(888)5605

＊｢

よ
う
こ
そ
あ
き
た
へ
②｣

は
、
移
住･

定
住
に

つ
い
て
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

２



【
一
般
表
彰
】(

以
下
、
敬
称
略)

■
人
権

人
権
擁
護
委
員u

稲
場
み
ち
子(

広
面)

、
髙

山
万
紀
子(

手
形)

■
行
政
管
理
　

情
報
公
開
審
査
会
委
員u

藤
盛
節
子(

八
橋)

個
人
情
報
保
護
審
査
会
委
員u

櫻
庭
清(

広
面)

■
交
通
安
全

交
通
指
導
隊
員

鈴
木
幸
次(

雄
和)

、
伊
藤

夫(

雄
和)
、
羽
沢
義
昭(

仁
井
田)

■
自
治
振
興

町
内
会
長u

栁
屋

弘(
中
通)

、
能
登
良
一

(

南
通)

、
伊
勢
谷
順
一(
楢
山)

、
佐
々
木
久

左
エ
門(

旭
南)

、
木
曽
久
勝(
泉)

、
能
登
谷

功(

土
崎)

、
吉
田
昌
弘(

将
軍
野)
、
小
野
勲

夫(

将
軍
野)

、
戸
井
田
鍊
太
郎(

新
屋)
、
川

口
洋
一(

土
崎)

、
星
野
敏
夫(

寺
内)

、
木
村

昊(

太
平)

、
佐
藤
善
清(

太
平)

、
佐
藤
和
博

(

外
旭
川)

、
川
村
旭
二(

将
軍
野)

、
齋
藤
喜

悦(

仁
井
田)

、
加
藤
忠
弘(

下
北
手)

、
須
田

邦
裕(

下
北
手)

、
沼
田
忠
義(

寺
内)

、
戸
嶋

元
美(

仁
井
田)

、
進
藤
征
喜(

仁
井
田)

、
長

谷
部
三
夫(

牛
島)

、
長
谷
部
政
勝(

河
辺)

、

佐
々
木
一
夫(

河
辺)

、
尾
形
守(

河
辺)

、
小

助
川
新
一(

雄
和)

■
市
民
生
活

消
費
生
活
審
議
会
委
員u

古
谷
薫(

山
王)

■
社
会
福
祉

社
会
福
祉
審
議
会
委
員u

石
沢
真
貴(

横

森)

、
石
原
芳
人(

広
面)

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
役
員u

相
場
義
信

(

浜
田)

、髙
貝
正
之(

広
面)

、
細
谷
敏
夫(

茨

島)

、
高
橋
良
慥(

八
橋)

、
奈
良
通
也(

旭

川)

、
加
藤

征(

泉)

、
貝
田
健
司(

土

崎)

、
米
田
次
男(

土
崎)

民
生
委
員･

児
童
委
員u

井

勇(

土
崎

南)

、
橋
野
茂
子(

泉)

、
一
ノ
関
史
郎(

泉)

、

佐
藤
登(

外
旭
川)

、
上
村
隆
策(

仁
井
田)

、

加
藤
成
子(

金
足)

、
川
上
隆
司(

旭
川)

、
熊

谷
勇(

仁
井
田)

、
曽
我
美
祈
子(

河
辺)

、
山

上
ヒ
ナ
子(

河
辺)

、
池
端
收(

旭
北)

、
吉
田

志
保
子(

牛
島)

、
三
浦
金
光(

旭
川)

、
鎌
田

博
美(

太
平)

、
高
橋
喜
美
子(

仁
井
田)

、
伊

藤
明
子(

桜)

、
佐
々
木
典
子(

太
平)

、
鬼
川

久
幸(

港
北)

、
成
澤
明
子(

土
崎
南)

、
佐
藤

勝
男(

新
屋)

、
佐
藤
貢(

金
足)

、
越
後
屋
勇

子(

土
崎)

、
越
後
谷
博
子(

土
崎)

、
高
橋
登

美
子(

飯
島)

、
宇
佐
美
美
保(

飯
島)

、
小
田

島
惠
子(

仁
井
田)

、
伊
藤
た
か
子(

下
浜)

、

小
野
篤(

金
足)

、
鈴
木
夏
代(

築
山)

、
平
裕

(

旭
北)

、
佐
藤
富
子(

外
旭
川)

■
保
健･

医
療

地
域
保
健
推
進
員
会
会
長u

古
谷
洋
子(

寺

内)
、
齊
藤
誠(

茨
島)

■
産
業
振
興

商
業
振
興u
浅
羽
正
幸(

卸
町)

、
黒
木

正

(

泉)

、
佐
藤
智
司(
新
屋)

山
林
看
守
人u

細
部
芳
雄(

下
浜)

林
道
管
理
責
任
者u

深
井
博
文(

下
浜)

■
教
育･

文
化

文
化
振
興u

土
崎
経
済
同
友
会

千
秋
美
術
館
協
議
会
委
員u

宝
池
文
暁(

泉)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
アu

弥
生
っ
こ
村
民
会

青
少
年
育
成u

宮
崎
夕
美
子(

川
尻)

、
横
山

誠
治(

新
屋)

、
岩
波
重
勝(

太
平)

、
加
藤
正

信(

御
所
野)

、
椎
川
保
子(

飯
島)

児
童
育
成
ク
ラ
ブ
世
話
人u

小
野
共
子(

外

旭
川)

、
栗
山
由
美
子(

外
旭
川)

、
佐
藤
ユ

ミ
子(

飯
島)

、
佐
藤
涼
子(

御
所
野)

、
鳥
井

晴
弥(

御
所
野)

■
都
市
整
備

開
発
審
査
会
委
員
等u

鈴
木
啓
悦(

飯
島)

■
善
行

善
行u

社
会
医
療
法
人
明
和
会
中
通
総
合
病
院

■
消
防･

防
災

自
主
防
災
組
織u

千
秋
北
の
丸
三
区
町
内
会

自
主
防
災
隊
、
下
北
手
宝
川
班
自
主
防
災

隊
、
内
浜
田
町
内
会
自
主
防
災
隊
、
吉
学
寺

町
内
会
自
主
防
災
隊
、
寺
田
町
内
会
自
主

防
災
隊

▼

大
森
山
動
物
園
〜
あ
き
ぎ
ん
オ
モ
リ
ン
の
森
〜

▼

千
秋
美
術
館
　
▼

赤
れ
ん
が
郷
土
館

▼

民
俗
芸
能
伝
承
館(

貸
出
施
設
の
利
用
は
除
く)

▼

旧
金
子
家
住
宅
　
▼

佐
竹
史
料
館

▼

久
保
田
城
御
隅
櫓

▼

旧
黒
澤
家
住
宅

▼

秋
田
城
跡
歴
史
資
料
館

◆秋田市功労者表彰◆

＊( )

内
は
住
所
で
す
。
た
だ
し
、
民
生
委
員･

児
童

委
員
は
担
当
地
区
名
の
記
載
で
す
。

７
月
12
日
は｢

市
の
記
念
日｣

で
す
。
明
治
22
年
７
月
12
日
の
秋
田
市
役
所
開
庁

に
ち
な
み
、
昭
和
３
年
に
制
定
し
ま
し
た
。
市
で
は
、
７
月
12
日
(火)
午
前
10
時
30
分
か
ら

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
、
市
の
記
念
日
式
典
を
開
催
し
、
市
勢
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
次

の
み
な
さ
ん
を
表
彰
し
ま
す
。
総
務
課
☎(

８
８
８)

５
４
２
３

秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
協
議
会
会
長
と

し
て
ス
ポ
ー
ツ
施
策
を

積
極
的
に
推
進
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
秋
田

市
体
育
協
会
副
会
長
と
し
て
、
地
域
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
振
興
や
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
女
性
参

画
の
促
進
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

【
功
労
者
表
彰
】 市

勢
発
展
へ
の
貢
献
を
称た

た

え
て

野
中
歌
子
さ
ん(

飯
島)

秋
田
市
農
業
委
員
会

委
員
と
し
て
、
農
業
政

策
へ
の
建
議･

要
望
の

提
出
と
農
地
転
用
な
ど
に
対
す
る
助
言･

指

導
を
行
う
な
ど
、
農
地
行
政
の
執
行
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

齊
藤
信
勝
さ
ん(

雄
和)

秋
田
市
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委

員
と
し
て
適
正
な
審

査
に
努
め
、
税
制
度
の
公
平
性
確
保
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

木
村
了さ

と
る

さ
ん(

広
面)

７
月
12
日
(火)
の｢

市
の
記
念
日｣

に

次
の
施
設
を
無
料
開
放
し
ま
す
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６
月
３
日
か
ら
５
日
ま
で
、
秋
田
市

中
心
市
街
地
で｢

こ
れ
が
秋
田
だ
！
食

と
芸
能
大
祭
典
２
０
１
６｣

が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

県
内
の
美お

味い

し
い｢

食｣

と
に
ぎ
や
か

な｢

芸
能｣

が
集
結
し
た
こ
の
イ
ベ
ン

ト
。
ぎ
ゅ
っ
と
凝
縮
さ
れ
た
秋
田
の

〝
魅
力
〞
を
堪
能
す
る
来
場
者
の
姿

を
、
会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
４
日･

５
日
に
行
っ
た
芸

能
パ
レ
ー
ド
は
圧
巻
の
一
言
。
特
別
参

加
の
酒
田
ま
つ
り
の
大
獅
子
を
先
頭

に
、
山
車
や
梵
天
な
ど
が
広
小
路
を
練

り
歩
く
と
、
沿
道
の
盛
り
上
が
り
も
最

高
潮
に
！

祭
り
本
番
さ
な
が
ら
の
演

技
を
披
露
す
る
演
者
に
、
観
客
の
み
な

さ
ん
か
ら
は
盛
ん
に
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

食
と
芸
能
が
大
集
結

秋
田
の
〝
い
い
ど
ご
〞

堪
能
し
ま
し
た
っ
！

パレードのクライマックスは竿燈演技。

３日間の来場者は12万９千人でした！

トピックス！

４

現
在
、
市
役
所
駐
車
場
は
大
変
混
雑
し
て
い
ま

す
。
期
日
前
投
票
を
、
１
階
の
市
民
ホ
ー
ル
で
７

月
９
日
(土)
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
来
庁
の
際

は
、
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
い
た
だ

く
か
、
車
に
乗
り
合
わ
せ
て
お
越
し
願
い
ま
す
。

投
票
所
入
場
券
▼
郵
便
で
お
届
け
し
て

い
ま
す
。
投
票
所
入
場
券
を
な
く
し
て

も
、
投
票
所
で
再
発
行
し
、
投
票
で
き

ま
す
の
で
、
そ
の
旨
を
受
付
で
お
話
し

く
だ
さ
い

点
字
投
票
▼
視
覚
障
が
い
が
あ
る
か
た

は
、
点
字
に
よ
る
投
票
も
で
き
ま
す

代
理
投
票
▼
身
体
の
故
障
な
ど
で
、
自

ら
投
票
用
紙
に
書
く
こ
と
が
で
き
な
い

か
た
は
、
投
票
所
で
本
人
が
申
請
す
る

と
代
理
投
票
が
で
き
ま
す

開
票
▼
投
票
日
の
午
後
９
時
15
分
か
ら

｢

Ｃ
Ｎ
Ａ
ア
リ
ー
ナ
★
あ
き
た(

市
立
体

育
館)｣

で
行
い
ま
す

投
票
所
で
は
、
最
初
に
秋
田
県
選
出

議
員
選
挙
の
投
票
を
し
ま
す
。
投
票
用

紙
は
薄
い
黄
色
で
、
候
補
者
の
中
か
ら

一
人
を
選
び
、
氏
名
を
記
入
し
ま
す
。

次
に
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の
投

票
で
す
。
投
票
用
紙
は
白
色
で
、
候
補

者
名
簿
の
中
か
ら
一
人
を
選
び
、
候
補

者
氏
名
を
記
入
す
る
か
、
政
党
な
ど
の

名
称
も
し
く
は
略
称
を
記
入
し
ま
す
。

な
お
今
回
か
ら
、
18
歳
以
上
の
か
た

か
ら
投
票
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
高
校
生
の
み
な
さ
ん
も
一
票
を
投

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
投
票

所
へ
行
き
ま
し
ょ
う
！

秋田県選出議員選挙･比例代表選出議員選挙

参議院議員通常選挙

投票日u７月10日(日)
投票時間u午前７時～午後８時
(河辺･雄和地域は午後７時まで)

さあ行くべ、
明日を創るこの一票

な
ま
は
げ

め
い
す
い
く
ん 問u秋田市選挙管理委員会事務局☎(888)5786

■投票所が変わります

土崎港中央一丁目(４～７番、
14～17番)、土崎港中央三丁目
(３～６番、10～12番)、土崎港
中央五丁目(全域)、土崎港南一
丁目(11～13番)、土崎港南一
丁目(10番34号･39号･47号･
50号)にお住まいのかた

北部市民サービスセンター

｢土崎小学校｣
→

土崎港南一丁目(２･３番、８･９
番)、土崎港南一丁目(10番14
号、52号以降)にお住まいのかた

北部市民サービスセンター

｢将軍野中学校｣

→

第74投票所のかた

東部公民館

｢東部市民サービスセンター｣

→

第46投票所のかた

桂根公民館

｢川村善二所有作業所｣

→

第75投票所のかた
泉中学校体育館

｢泉中学校教室｣

→

対象 投票所(青字が新しい場所)



秋
田
県
と
秋
田
市
が
昨
年
度
策
定
し

た｢

県
民
会
館･

市
文
化
会
館
の
建
替
に

よ
る
県･

市
連
携
文
化
施
設
整
備
方
針｣

を
踏
ま
え
、
よ
り
具
体
化
し
た｢
県･

市

連
携
文
化
施
設
整
備
計
画｣

を
今
年
度

策
定
す
る
に
あ
た
り
、
広
く
ご
意
見
を

伺
う
た
め
、
意
見
交
換
会
を
県
と
と
も

に
開
催
し
ま
す
。

参
加
希
望
の
か
た
は
、
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
お
名

前
を
企
画
調
整
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い(

当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
い
た
だ

い
て
も
受
け
付
け
ま
す)

。

日
時
▼

８
月
11
日(

木･

祝)

午
後
２
時
〜

４
時
　
会
場
▼

文
化
会
館
５
階
大
会
議
室

申
し
込
み･

問
い
合
わ
せ
▼

企
画
調
整
課

☎(

８
８
８)

５
４
６
２

Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
８
８)

５
４
６
３

Ｅ
メ
ー
ルro-plm

n@
city.akita.akita.jp

ご
み
な
ど
が
堆
積･

散
乱
し
、
悪
臭

や
害
虫
が
発
生
す
る
こ
と
で
生
活
環
境

が
著
し
く
損
な
わ
れ
た
状
態
を
予
防･

解
消
す
る
た
め
に
策
定
す
る
、｢

秋
田

市
住
宅
等
の
適
切
な
管
理
に
よ
る
生
活

環
境
の
保
全
に
関
す
る
条
例(

仮
称)

骨

子
案｣

に
対
す
る
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

提
出
さ
れ
た
ご
意
見
は
、
個
人
情
報

を
除
き
、
原
則
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
ま
す
。

資
料
閲
覧
場
所
▼

環
境
都
市
推
進
課(

市

役
所
３
階
。
同
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も)

、
市
民
の
座(

市
役
所
１
階)

、
各
市

民
Ｓ
Ｃ(

中
央
を
除
く)

、
駅
東
Ｓ
Ｃ

意
見
の
提
出
▼

資
料
閲
覧
場
所
に
あ
る
用

紙
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
８
月
１
日

(月)
ま
で
回
収
箱
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い

(
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
可)

。

〒
０
１
０-

８
５
６
０
秋
田
市
環
境
都

市
推
進
課
Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
８
８)

５
７
０
７

Ｅ
メ
ー
ルro-evcp@

city.akita.akita.jp

☎(
８
８
８)

５
７
０
６

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
受
付

日
時
が
変
わ
り
ま
す
。
以
前
に
交
付
通

知
書(

は
が
き)

を
受
け
取
っ
た
か
た

で
、
ま
だ
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
て
い
な

い
か
た
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

交
付
受
付
日
時

①
７
月
31
日
(日)
ま
で
▼

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分(

駅
東
Ｓ
Ｃ
は
午
前
９

時
〜)

。
た
だ
し
、
第
３
土
曜
日
と
翌

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

②
８
月
１
日
(月)
か
ら
▼

平
日
お
よ
び
毎

月
第
４
土
曜
日
と
翌
日
曜
日
、
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分(

駅
東
Ｓ
Ｃ

は
午
前
９
時
〜)

＊
河
辺･

雄
和
の
各
市
民
Ｓ
Ｃ
は
７
月
１

日
(金)
か
ら
②
の
日
時
に
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　

市
民
課
☎(

８
８
８)

５
６
２
６

法
人
化
を
検
討
し
て
い
る
認
定
農
業

者
が
対
象
で
す
。｢

こ
れ
か
ら
の
農
業

で
勝
ち
残
る
ポ
イ
ン
ト｣｢

法
人
化
の
メ

リ
ッ
ト｣

な
ど
に
つ
い
て
、
経
営
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
白
川
輝
久
さ
ん
が
お
話

し
ま
す
。
入
場
無
料
。
先
着
50
人
。

日
時
▼

７
月
22
日
(金)
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
　
会
場
▼

中
央
市
民
Ｓ
Ｃ
洋

室
４(

市
役
所
３
階)

申
し
込
み
▼

７
月
８
日
(金)
ま
で
農
業
農

村
振
興
課
☎(

８
８
８)

５
７
３
５

野
菜
や
花
き
の
栽
培
実
習
を
行
う
研

修
生
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
は
５
人
程

度
。
面
接
審
査
で
選
考
し
ま
す
。

対
象
▼

65
歳
以
下
の
心
身
と
も
に
健
康

で
６
か
月
間
の
研
修
受
講
が
可
能
な
農

業
者
の
か
た
で
、
販
売
を
目
的
と
し
て

新
た
に
冬
期
間
の
園
芸
作
物
生
産
に
取

り
組
も
う
と
す
る
か
た

研
修
日
程
▼

10
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で

の
毎
週
木
曜
、
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

研
修
内
容
▼

ホ
ウ
レ
ン
草･

チ
ン
ゲ
ン

菜･

フ
ク
タ
チ･

フ
リ
ー
ジ
ア･

キ
ン
ギ

ョ
草
な
ど
の
栽
培
実
習(

播
種
、
育
苗
、

栽
培
管
理
、
出
荷
調
製
作
業
な
ど)

、
品

種
の
選
定
方
法
や
栽
培
技
術
な
ど
の
講

義
、
冬
期
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
農

家
の
視
察
な
ど
　

会
場
▼

園
芸
振
興
セ
ン
タ
ー(

仁
井
田
字

小
中
島
111
番
地
１)

申
し
込
み
▼

園
芸
振
興
セ
ン
タ
ー
に
あ

る
所
定
の
申
込
書(

同
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可)

に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
８
月
15
日
(月)
ま
で
に
同

セ
ン
タ
ー
へ
。
☎(

８
３
８)

０
２
７
８

７
月
が
納
期
の
市
税
は
、
固
定
資
産

税
第
２
期
と
国
民
健
康
保
険
税
第
１
期

で
す
。
納
期
限
は
８
月
１
日
(月)
。
納
期
内

に
納
付
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

市
税
の
納
付
は
、
簡
単
で
便
利
な
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
口
座
振

替
の
場
合
、
納
期
の
最
終
日
が
口
座
引

き
落
と
し
日
で
す
。
な
お
、
コ
ン
ビ
ニ
で

も
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

納
税
課
☎(

８
８
８)

５
４
８
３
　

国
保
年
金
課
☎(

８
８
８)

５
６
３
４

市の事業について、詳しくは各課へお問い合わせいただくか、下記ページをご覧ください。
u公式ホームページ　http://www.city.akita.akita.jp/
u公式ツイッター　https://twitter.com/akitacity
u秋田市役所Facebookページ　https://www.facebook.com/city.akita

県け
ん･
市し

連れ
ん

携け
い

文ぶ
ん

化か

施し

設せ
つ

整せ
い

備び

計け
い

画か
く

に
関か

ん

す
る
意い

見け
ん

交こ
う

換か
ん

会か
い

条じ
ょ
う

例れ
い

案あ
ん

に
ご
意い

見け
ん

を

お
寄よ

せ
く
だ
さ
い

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交こ
う

付ふ

受う
け

付つ
け

日に
ち

時じ

が
変へ

ん

更こ
う

に

農の
う

業
ぎ
ょ
う

法ほ
う

人じ
ん

掘ほ

り
起お

こ
し

講こ
う

演え
ん

会か
い

を
開か

い

催さ
い

し
ま
す

園
芸
振
興

え
ん
げ
い
し
ん
こ
う

セ
ン
タ
ー
で
の

冬と
う

期き

農の
う

業ぎ
ょ
う

研け
ん

修し
ゅ
う

生せ
い

を
募ぼ

集し
ゅ
う

７
月が

つ

が
納の

う

期き

の
市し

税ぜ
い

の

納の
う

付ふ

を
お
願ね

が

い
し
ま
す

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
文
中｢

Ｓ
Ｃ｣

は
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
略

広報あきた　平成28年７月１日号５

食堂



市
で
は
、
誰
も
が
仕
事
と
生
活
の
調

和(

ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ･
バ
ラ
ン
ス)

を
と

り
な
が
ら
、
希
望
に
沿
っ
た
働
き
方
が

で
き
る
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
す
た
め
、

今
年
度
か
ら｢

秋
田
市
元
気
な
子
ど
も

の
ま
ち
づ
く
り
企
業
認
定･

表
彰
制
度｣

を
設
け
ま
す
。

こ
の
制
度
で
は｢

仕
事
と
子
育
て
の

両
立
支
援｣｢

子
育
て
に
や
さ
し
い
活

動｣

に
取
り
組
む
企
業
を
認
定
し
、
特

に
優
れ
た
企
業
を
表
彰
し
ま
す
。

対
象
▼

秋
田
市
内
に
本
店･

支
店･

事
業
所

な
ど
が
あ
る
企
業
。
公
益
法
人
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
、
個
人
事
業
主
な
ど
を
含
む

認
定
方
法
▼

企
業
の
取
り
組
み
を｢

認
定

基
準｣

に
照
ら
し
合
わ
せ
、
事
業
所
単

位
で
認
定
し
ま
す

認
定
基
準
に
あ
る
項
目
の
例

▼

男
性
従
業
員
の
育
児
休
業
取
得
に
つ

い
て
、
過
去
３
年
間
に
取
得
例
が
あ
る

▼

結
婚
の
た
め
の
休
暇
制
度
が
あ
る

▼

一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
策
定
し
て

い
る

▼

短
時
間
労
働
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

な
ど
、
多
様
な
働
き
方
を
認
め
て
い
る

▼

結
婚
祝
金･

出
産
祝
金
が
あ
る

▼

管
理
職
が｢

イ
ク
ボ
ス｣

宣
言
を
し
て

い
る

▼

秋
田
市
が
認
定
す
る｢

子
育
て
に
や
さ

し
い
施
設｣

に
登
録
し
て
い
る

▼

子
育
て
家
庭
を
対
象
と
し
た
サ
ー
ビ

ス･

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
し
て
い
る

募
集
期
間
▼

７
月
上
旬
か
ら
８
月
末
ま

で
。
詳
し
く
は
、
子
ど
も
総
務
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
11
月
に
開
催
予
定
の
啓
発
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
認
定
企
業
へ
の
認
定
証
と
認

定
マ
ー
ク
付
き
ス
テ
ッ
カ
ー
の
交

付
、
表
彰
式
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
子
ど
も
総
務
課

☎(

８
８
８)

５
６
８
７

次
の
①
か
②
に
該
当
す
る
か
た
は
、

申
請
す
る
と｢

福
祉
医
療
費
受
給
者
証｣

が
交
付
さ
れ
、
診
療
の
際
に
受
給
者
証

と
健
康
保
険
証
を
一
緒
に
医
療
機
関
に

提
示
す
る
と
、
保
険
診
療
の
自
己
負
担

分(

１
〜
３
割)

が
助
成
さ
れ
ま
す
。

申
請
と
変
更
手
続
き
の
窓
口

①
子
ど
も
の
福
祉
医
療
制
度
は
、
子
ど

も
総
務
課(

市
役
所
２
階)

☎(

８
８
８)

５
６
９
１

Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
８
８)

５
６
９
３

②
障
が
い
児(

者)

の
福
祉
医
療
制
度

は
、
障
が
い
福
祉
課(

市
役
所
１
階)

☎(

８
８
８)

５
６
６
３
　

Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
８
８)

５
６
６
４

▼

①
②
と
も
各
市
民
Ｓ
Ｃ(

中
央･

東
部

を
除
く)

、
駅
東
Ｓ
Ｃ
で
も
受
け
付
け

ま
す

①
子
ど
も
の
福
祉
医
療
制
度
の
対
象

０･

１
歳
▼

全
員
に
入
院･

通
院
医
療
費

を
助
成
し
ま
す
。
所
得
確
認
あ
り

２
〜
６
歳
▼

入
院
は
全
員
に
助
成
し
ま

す
。
通
院
は
所
得
制
限
あ
り

小
学
生
▼

入
院･

通
院
と
も
に
所
得
制
限

あ
り

＊
１
歳
以
上
で
市(

区
町
村)

民
税
所
得

割
が
課
税
さ
れ
て
い
る
世
帯
は
、
自

己
負
担
分
の
半
額
を
お
支
払
い
い
た

だ
き
ま
す
。
な
お
、
医
療
機
関(

入
院･

通
院
そ
れ
ぞ
れ)

や
薬
局
ご
と
に
月

額
１
千
円
が
上
限
で
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
、
父
母
が
い
な
い
家
庭
、

父
か
母
が
重
度
の
身
体
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
家
庭
▼

18
歳
ま
で
の
お
子
さ

ん(

18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で)

が
対
象
で
す
。
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す
。
お
子
さ
ん
が
就
職
な

ど
で
、
社
会
保
険
本
人(

※)

に
な
る
と

該
当
し
ま
せ
ん

②
障
が
い
児(

者)

の
福
祉
医
療
制
度
の
対
象

重
度
障
が
い
児(

者)

▼

身
体
障
害
者
手

帳
１
〜
３
級
か
療
育
手
帳
Ａ
を
お
持
ち

の
か
た
。
社
会
保
険
本
人(

※)

は
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す

高
齢
身
体
障
が
い
者
▼

65
歳
以
上
で
身

体
障
害
者
手
帳
４
〜
６
級
を
お
持
ち
の

か
た
。
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

社
会
保
険
本
人(

※)

は
該
当
し
ま
せ
ん

※
秋
田
市
国
民
健
康
保
険
、国
民
健
康
保

険
組
合
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
以
外

の
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
こ
と
。

◆

■
更
新
申
請
書
を
送
付
し
ま
し
た

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
は
、
毎
年
８

月
１
日
に
更
新
さ
れ
ま
す
。
受
給
者
証

の
有
効
期
間
が
平
成
28
年
７
月
31
日
ま

で
の
か
た
へ
、
６
月
に
更
新
申
請
書
を

お
送
り
し
ま
し
た
。

申
請
書
を
期
限
ま
で
に
提
出
し
た
か

た
に
は
、
７
月
下
旬
に
支
給
判
定
結
果

を
お
知
ら
せ
し
ま
す(

受
給
対
象
者
に

は
新
し
い
受
給
者
証
を
同
封
し
ま
す)

。

■
新
規
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

新
た
に
受
給
者
証
を
申
請
す
る
場
合

の
申
し
込
み
は
、｢

乳
幼
児･

小
中
学
生｣

が
７
月
11
日
(月)
か
ら
、
そ
れ
以
外
の
対

象
が
７
月
19
日
(火)
か
ら
上
記
①
②
の
窓

口
で
受
け
付
け
ま
す
。

＊
平
成
27
年
度
は
所
得
制
限
を
超
え
た

た
め
該
当
し
な
か
っ
た
か
た
で
も
、

今
年
度
は
受
給
者
証
が
交
付
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

＊
ひ
と
り
親
家
庭
の
か
た
で
、｢

乳
幼

児･

小
学
生｣

の
福
祉
医
療
制
度
の
受

給
者
証(｢

対
象
区
分
お
よ
び
負
担
者

番
号｣

の
上
２
桁
が
「
74
」)

を
お
持
ち

の
か
た
は
、
申
請
に
よ
り｢

ひ
と
り
親

家
庭｣

の
制
度
に
切
り
替
え
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

市の事業について、詳しくは各課へお問い合わせいただくか、下記ページをご覧ください。
u公式ホームページ　http://www.city.akita.akita.jp/
u公式ツイッター　https://twitter.com/akitacity
u秋田市役所Facebookページ　https://www.facebook.com/city.akita

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
文
中｢

Ｓ
Ｃ｣

は
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
略

医い

療り
ょ
う

費ひ

の
自じ

己こ

負ふ

担た
ん

分ぶ
ん

が

軽け
い

減げ
ん

さ
れ
る
福ふ

く

祉し

医い

療り
ょ
う

費ひ

の
申し

ん

請せ
い

を
忘わ

す

れ
ず
に

元げ
ん

気き

な
子こ

ど
も
の
ま
ち
づ
く

り
企き

業ぎ
ょ
う

を
募ぼ

集し
ゅ
う

し
ま
す

６

市民ホール



秋
田
港
か
ら
コ
ン
テ
ナ
貨

物
で
秋
田
産
品
な
ど
を
輸
出

し
、
海
外
の
見
本
市
な
ど
に
出
展
す
る

市
内
の
企
業(

５
社
程
度)

へ
補
助
金
を

支
給
し
ま
す
。
交
付
は
審
査
に
よ
り
、

８
月
中
旬
〜
下
旬
に
決
定
し
ま
す
。

な
お
、
交
付
決
定
後
の
事
業
が
対
象

に
な
り
ま
す
。

補
助
金
額
▼

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の

１(

上
限
30
万
円)

補
助
対
象
経
費
▼

イ
ベ
ン
ト･

フ
ェ
ア
の

出
展
経
費
、
コ
ン
テ
ナ
輸
送
料
な
ど

申
込
期
間
▼

７
月
１
日
(金)
〜
29
日
(金)

●
問
い
合
わ
せ
　
商
工
貿
易
振
興
課

☎(

８
８
８)

５
７
３
０

秋
田
市
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
さ
れ
た

か
た
へ
の
謝
礼
品
と
し
て
、
地
元
産
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る

事
業
者
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
参

加
票
は
、
企
画
調
整
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
未
参
加
事
業
者
向
け
の
説
明
会

日
時
▼

７
月
21
日
(木)
午
前
10
時
〜
11
時

会
場
▼

市
役
所
職
員
研
修
棟
第
２
研
修
室

申
し
込
み
▼

Ｆ
Ａ
Ｘ
か
Ｅ
メ
ー
ル
に
企

業
名(

氏
名)

、
住
所
、
電
話･

Ｆ
Ａ
Ｘ
番

号
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
担
当
者

名
、
提
供
で
き
る
商
品･

サ
ー
ビ
ス
名

を
書
い
て
、
７
月
19
日
(火)
ま
で
企
画
調

整
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
☎(

８
８
８)

５
４
６
３

Ｅ
メ
ー
ル
　ro-plm

n@
city.akita.akita.jp

●
問
い
合
わ
せ
　

企
画
調
整
課
☎(

８
８
８)

５
４
６
２

人
口
移
動
調
査
は
、
居
住
や
転
居
の

実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
で
す
。

調
査
員
証
を
着
用
し
た
調
査
員
が
訪
問

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
調
査
の
基
準
日
は
７

月
１
日
で
す
。

対
象
地
区
▼

平
成
28
年
国
民
生
活
基
礎

調
査
の
対
象
に
な
っ
た
保
戸
野
、
土
崎

港
中
央
、
御
所
野
、
桜
地
区
の
一
部

●
問
い
合
わ
せ
　

保
健
総
務
課
☎(

８
８
３)

１
１
７
０

伝
統
的
な
町
家
な
ど
、
地
域
の
景
観

資
源
で
あ
る
建
造
物
を
修
理･

改
修
す

る
費
用
を
補
助
し
ま
す
。
補
助
申
請
の

前
に
事
前
協
議
が
必
要
で
す
。

対
象
▼

外
観
が
秋
田
の
歴
史
的
景
観
に

ふ
さ
わ
し
く
、
お
お
む
ね
昭
和
20
年
ま

で
に
建
築
さ
れ
た
建
造
物(

固
定
資
産

税
が
非
課
税
の
場
合
を
除
く)

事
前
協
議
の
申
し
込
み
▼

７
月
29
日
(金)

ま
で
に
、
事
前
協
議
書
に
必
要
書
類
を

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
事
前
協

議
の
申
請
前
に
、
都
市
計
画
課(

市
役

所
４
階)

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　

都
市
計
画
課
☎(

８
８
８)

５
７
６
４

秋田市職員採用試験(職務経験者)
必ず、下記の配布場所にある受験案内書に従い

手続きしてください。受験案内書は、市ホームペ

ージからも入手できます。人事課☎(888)5429
http://www.city.akita.akita.jp/city/gn/ps/

一次 書類審査

市役所１階総合案内、人事課(４階)、各市

民サービスセンター(中央を除く)、駅東

サービスセンター、秋田市東京事務所

＊高卒程度や資格職の採用試験日程などは、市ホームページをご

覧ください。また、今後の広報あきたでもお知らせします。

実施日u９月18日(日)･19日(月･祝)　

会場u秋田市役所または都市センターホ

テル(東京都千代田区)　

試験方法u社会人基礎試験、専門試験、適

性検査、面接試験　

二次

試験
内容

＊大学卒業程度など、他の採用試験と重複して申し込むこと

はできません。また、通算できる｢職務経験｣には一定の要

件があります。詳しくは、受験案内書をご覧ください。

田市 人口秋 の 平成28年６月１日現在

●人口u315,389人(-41)
・男u148,366人(-16)
・女u167,023人(-25)
＊１年前の人口u317,171人

●世帯u136,262世帯(+86)

…５月分 出生u209人
死亡u306人
転入u578人　
転出u522人　　
( )内は前月比

受験案内書
の配布場所

７月１日(金)から８月１日(月)までに人事課　申し込み

●職務経験者の共通条件は、昭和42年４月２日以降に
生まれたかたです。学歴は問いません。

企き

業ぎ
ょ
う

の
海か

い

外が
い

展て
ん

開か
い

を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

ふ
る
さ
と
納の

う

税ぜ
い

謝し
ゃ

礼れ
い

品ひ
ん

の

提て
い

供き
ょ
う

事じ

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

を
募ぼ

集し
ゅ
う

し
ま
す

人じ
ん

口こ
う

移い

動ど
う

調ち
ょ
う

査さ

に

ご
協き

ょ
う

力り
ょ
く

く
だ
さ
い

歴れ
き

史し

的て
き

建け
ん

造ぞ
う

物ぶ
つ

の

保ほ

存ぞ
ん

に
補ほ

助じ
ょ

し
ま
す

＊試験区分により試験方法が異なります。詳し

くは、受験案内書をご覧ください。

広報あきた　平成28年７月１日号７
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児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
か
た
に
、

６
月
上
旬
に｢

現
況
届｣
の
黄
色
の
用
紙

を
送
付
し
ま
し
た
。
ま
だ
提
出
さ
れ
て

い
な
い
か
た
は
、
お
早
め
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
務
員
は
、
職
場

で
の
手
続
き
に
な
り
ま
す
。

提
出
先(

い
ず
れ
も
平
日)

▼

子
ど
も
総

務
課(

市
役
所
２
階)

、
各
市
民
Ｓ
Ｃ(

中

央･

東
部
を
除
く)

、
駅
東
Ｓ
Ｃ
、
岩
見

三
内･

大
正
寺
の
各
連
絡
所

●
問
い
合
わ
せ
　
子
ど
も
総
務
課

☎(

８
８
８)

５
６
８
９

第
２
回
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

運
動･

食
生
活･

社
会
参
加
の
３
分
野
を

３
人
１
組
で
３
か
月
行
う｢

ふ
じ
３さ

ん

３さ
ん

プ
ロ
グ
ラ
ム｣

を
開
発
し
、
普
及
を
図

っ
て
い
る
、
静
岡
県
健
康
増
進
課
総
合

健
康
班
長
の
川
田
典
子
さ
ん
が
、｢

自

分
の
ま
ち
で
、
地
域
の
み
ん
な
と
運
動

す
る｣

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
す
。
参

加
無
料
。
先
着
150
人
。

日
時
▼

７
月
10
日
(日)
午
前
10
時
〜
11
時

30
分
　
会
場
▼

中
央
市
民
Ｓ
Ｃ
多
目
的

ホ
ー
ル(

市
役
所
３
階)

申
し
込
み
▼

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
参

加
人
数
、
手
話
通
訳
希
望
の
有
無
を
長

寿
福
祉
課
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
テ

ィ
推
進
担
当
へ
。
☎(

８
８
８)

５
６
６
６

Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
８
８)

５
６
６
７

Ｅ
メ
ー
ルro-w

flg@
city.akita.akita.jp

平
成
28
年
度
国
民
年
金
保
険
料
の
免

除
申
請
を
７
月
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

国
民
年
金
に
は
、
所
得
の
減
少
や
失
業

な
ど
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き

に
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
免
除
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

免
除
に
は
、｢
全
額
免
除｣｢

４
分
の
３

免
除｣｢

半
額
免
除｣｢
４
分
の
１
免
除｣

が
あ
り
、
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
所

得
で
審
査
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
50
歳
未
満

の
か
た(

学
生
を
除
く)

が
対
象
の｢

納

付
猶
予
制
度｣

も
あ
り
ま
す
。

免
除
申
請
な
ど
が
承
認
さ
れ
る
と
…

・
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
年
金
を
受
け

る
た
め
の
資
格
期
間(

25
年)

に
入
り

ま
す
。一
部
免
除
は
、そ
の
保
険
料
を

納
付
す
る
と
資
格
期
間
に
入
り
ま
す

(

障
害
基
礎
年
金
の
要
件
で
あ
る
納

付
済
期
間
に
も
入
り
ま
す)

・
免
除･

猶
予
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料

は
10
年
以
内
な
ら
後
で
納
め
る
こ
と

(

追
納)

が
で
き
、納
め
た
分
は
年
金
受

給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す(

３
年
目
以

降
の
分
を
追
納
す
る
場
合
、
当
時
の

保
険
料
に
加
算
額
が
足
さ
れ
ま
す)

＊
学
生
を
対
象
と
し
た｢

学
生
納
付
特

例｣

も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
国
保
年

金
課
へ
。
☎(

８
８
８)

５
６
３
３

■
免
除
の
申
請
窓
口(

平
日
の
み)

国
保
年
金
課(

市
役
所
１
階)

、各
市
民

Ｓ
Ｃ(

中
央･

東
部
を
除
く)

、
駅
東
Ｓ

Ｃ
、
岩
見
三
内･

大
正
寺
の
各
連
絡
所

■
必
要
な
も
の

年
金
手
帳
、
印
鑑
、
失
業
や
災
害
な
ど

が
理
由
の
か
た
は
、
そ
れ
を
証
明
す

る
書
類(

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、

離
職
票
、
罹り

災さ
い

証
明
書
な
ど)

■
免
除
の
申
請
期
間

申
請
日
か
ら
原
則
２
年
１
か
月
前
ま

で
。
申
請
は
年
度
単
位
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
の
年
度
区

分
は｢

７
月
〜
次
の
年
の
６
月｣

で
す

■
審
査
結
果

日
本
年
金
機
構
か
ら
通
知
書
が
送
ら

れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
秋
田
年
金
事
務

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎(

８
６
５)

２
３
９
９

７
月
中
旬
か
ら
９
月
下
旬
頃
ま
で

は
、
空
き
地
な
ど
に
雑
草
が
多
く
生

え
、
ま
ち
の
美
観
を
損
な
い
、
蚊
な
ど

害
虫
の
発
生
源
に
な
る
ほ
か
、
不
審
火

の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
所
有
者
、
管

理
者
が
雑
草
を
刈
り
取
っ
て
、
環
境
美

化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
草
刈
機
を
無
料
で
貸
し
出
し

ま
す
。申
し
込
み
は
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト

リ
防
除
室
へ
。
☎(

８
２
３)

３
０
６
１

■

刈
り
取
っ
た
草
の
処
理

乾
燥
さ
せ
て
か
ら
、
直
接
、
総
合
環
境

セ
ン
タ
ー(

河
辺
豊
成)

へ
搬
入
し
て
く

だ
さ
い
。
受
入
時
間
は
月
〜
土
曜(

祝
日

を
除
く)

、
午
前
８
時
〜
午
後
４
時
。
そ

の
際
、
ご
み
処
理
手
数
料(

10
kg
に
つ
き

115
円)

が
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
刈
っ
た
草
の
搬
出
を
業
者
に

依
頼
し
た
い
と
き
は
、
市
の
許
可
を
受

け
た
業
者(

運
搬
費
な
ど
有
料)

を
紹
介

し
ま
す
の
で
、
公
園
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
☎(

８
８
８)

５
７
５
３

町
内
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
子
ど
も

会
、
職
場
な
ど
の
団
体
や
家
庭
の
花
壇

が
対
象
で
す
。
書
類
審
査
と
巡
回
審
査

で
特
別
優
秀
賞
や
優
秀
賞
な
ど
を
決
定

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
▼

所
定
の
申
込
書
で
、
７
月

29
日
(金)
ま
で
に
秋
田
市
民
憲
章
推
進
協

議
会
事
務
局(

市
役
所
２
階
の
中
央
市

民
Ｓ
Ｃ
内)

へ
。
☎(

８
８
８)

５
６
５
３

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
文
中｢

Ｓ
Ｃ｣

は
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
略

児じ

童ど
う

手て

当あ
て

現げ
ん

況き
ょ
う

届と
ど
け

の

提て
い

出し
ゅ
つ

は
お
済す

み
で
す
か

国こ
く

民み
ん

年ね
ん

金き
ん

保ほ

険け
ん

料り
ょ
う

の

免め
ん

除じ
ょ

申し
ん

請せ
い

を
受う

け
付つ

け
ま
す

緑り
よ
っ

化か

コ
ン
ク
ー
ル
の

参さ
ん

加か

者し
ゃ

を
募ぼ

集し
ゅ
う

し
ま
す

〝
あ
き
た
で
長な

が

く
楽た

の

し
く

暮く

ら
す
た
め
の｢

研け
ん

究き
ゅ
う

室し
つ｣

〞

地ち

域い
き

の
雑ざ

つ

草そ
う

を
刈か

り
取と

っ
て

環か
ん

境き
ょ
う

美び

化か

に
努つ

と

め
ま
し
ょ
う

８

テラス



■
７
月
は｢

シ
ー
ト
ベ
ル
ト･

チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
着
用
推
進
運
動｣

強
化
月
間

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は｢

命
の
ベ
ル
ト｣

。

後
部
座
席
も
含
め
、
す
べ
て
の
座
席
で

正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
乳
幼

児
を
車
に
乗
せ
る
と
き
は
、
体
格
に
合

っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
必
ず
使
用

し
ま
し
ょ
う
。

■
夜
間
は
必
ず
自
転
車
の
ラ
イ
ト
を
点

灯
し
ま
し
ょ
う

自
転
車
の
ラ
イ
ト
は
前
方
を
照
ら
す

だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
人
に
自
分
の
存

在
を
知
ら
せ
、
交
通
事
故
防
止
に
と
て

も
効
果
的
で
す
。
夜
間
は
必
ず
ラ
イ
ト

を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
　

交
通
政
策
課
☎(

８
８
８)

５
７
６
６

悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
、
商
品･

サ

ー
ビ
ス
や
ア
パ
ー
ト
退
去
時
の
ト
ラ
ブ

ル
、
多
重
債
務
な
ど
、
契
約
や
取
り
引

き
の
相
談
に
消
費
生
活
相
談
員
が
応
じ

ま
す
。
相
談
受
付
は
平
日
の
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
で
す
。

ま
た
、
講
師
を
無
料
で
派
遣
す
る

｢

消
費
生
活
出
前
講
座｣

も
開
催
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

☎(

８
８
８)

５
６
４
８

秋
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
健
康
で
働
く
意
欲
が
あ
る
原
則
60

歳
以
上
の
か
た
を
対
象
に
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す(

年
会
費
３
千
500
円)

。

会
員
に
は
公
共
団
体
や
企
業
、
家
庭

な
ど
か
ら
引
き
受
け
た
仕
事
を
紹
介

し
、
内
容
な
ど
に
応
じ
て
報
酬
を
支
払

い
ま
す
。
ま
た
、
仕
事
に
結
び
つ
く
技

能
の
取
得
と
向
上
の
た
め
、
各
種
技
能

講
習
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

入
会
説
明
会
▼

毎
月
第
２･

４
水
曜
日
、

午
後
１
時
30
分
か
ら
秋
田
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー(

八
橋
の
秋
田
市
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
内)

で
。
直
接
会
場
へ

■
各
種
お
仕
事
を
引
き
受
け
ま
す

豊
富
な
技
能･

経
験
を
持
っ
た
会
員

が
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
や
事
業
所
な
ど

か
ら
仕
事
を
お
引
き
受
け
し
ま
す
。
内

容
に
よ
り
料
金
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

内
容
▼
庭
木
の
剪
定
、
草
刈
り
、
障
子･

ふ
す
ま
貼
り
、
大
工･

左
官
工
事
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
　
秋
田
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
☎(

８
６
３)

５
９
０
０

シ
ル
バ
ー
人じ

ん

材ざ
い

セ
ン
タ
ー
の

会か
い

員い
ん

を
募ぼ

集し
ゅ
う

し
て
い
ま
す

作業員がけがをする恐れがありますので、
割れたびんは資源化物の回収箱には絶対に入
れないでください。割れたびんは、新聞紙な
どで包み、黄色の家庭ごみ用袋の真ん中に入
れ、家庭ごみの日に出してください。

家庭ごみの半分は生ごみです。夏場は果物
の皮など、特に水分を含んだ生ごみが出る傾
向にあります。
捨てる前にぎゅっとひとしぼりすると約

10％の水分を抜くことができ、ごみのにおい
も軽減できます。今日から実践しましょう！

割れたびんは
家庭ごみへ

日時►７月16日(土)10:00～15:00
会場►にぎわい交流館１･２階
ごみ減量に役立つ講座やマイ

バッグ作りコーナー、パネル展示

など。入場無料。アンケートに

答えて、ごみ減量グッズが当たる

ガラポン抽選会もあります！

申し込みは、７月４日(月)8:30から環境都市推

進課へ。☎(888)5708
■藍染めで小風呂敷づくり講座
(10:30～12:00･定員30人)
マイバッグにもなる小風呂敷づくり

■生ごみ堆肥づくり講座
(10:00～12:00･定員20人)
コンポスターやEM菌バケツを使った堆肥づ

くりを紹介します。参加者には、EM菌バケ

ツの基材一式を差し上げます

講座(申し込みが必要です)

消し
ょ
う

費ひ

者し
ゃ

ト
ラ
ブ
ル
の
相そ

う

談だ
ん

は

市し

民み
ん

相そ
う

談だ
ん

セ
ン
タ
ー
へ

交
通

こ
う
つ
う

事
故

じ

こ

か
ら

命い
の
ち

を
守ま

も

り
ま
し
ょ
う
！

環境都市推進課☎(888)5708

西部市民SCの自動交付機(住民票の写しなど

を交付)が、７月２日(土)･３日(日)に利用できま

せん。他の施設の自動交付機か駅東SCの窓口

をご利用ください。市民課☎(888)5626

ご
み
減
量

ア
ク
シ
ョ
ン

広報あきた　平成28年７月１日号９

生ごみは
水きり
してから
捨てましょう！



センター(八橋)
申込u子ども健康課☎(883)1175

保健師、栄養士、歯科衛生士が個別相
談に応じます。
対象u乳幼児と保護者　日時u７月28
日(木)9:00～12:00　会場u市保健セ
ンター(八橋) 定員u３組
申込u子ども健康課☎(883)1174
＊電話相談は随時応じます。

■保育所開放
０～５歳の親子が対象。時間は9:45
～11:00。詳しくは各保育所(太字)
へお問い合わせください。
７月12日(火)…寺内☎(863)6253
７月13日(水)…新波☎(887)2014

…河辺☎(882)3056
■赤ちゃんルーム　
将来の保護者、祖父母が対象。７月
13日(水)9:45～11:00、川添保育所
で。離乳食見学。☎(886)2139

太字の( )内は対象年齢です。問い合
わせ先の◎は、各地区の主任児童委員
さんの印です。
■港北ママクラブ(就園前)　
７月８日(金)、10:00～11:30、港北
児童センターで。
問u◎平澤さん☎(845)4014
■かわしりで遊ぼう(就園前)
７月４日(月)10:00～11:30、川尻地
区コミセンで。七夕飾り作りなど。
問u◎佐々木さん☎(862)8058
■だっこちゃん(生後６か月～就園前)
７月19日(火)10:00～11:30、勝平児
童センターで。定員30人。
申込u◎浅野さん☎090-5232-1933
■おおすみキッズ(就学前)　７月21
日(木)10:00～12:00、大住児童館
で。しゃぼん玉遊び。着替えが必
要。問u◎小松さん☎(839)5189

太字の( )内は、施設の所在地とお子

さんの対象です。
■けやき平こども園(飯島･１歳～就園
前) ７月９日(土)17:00～。夏祭り!
申込(５日前まで)u☎(845)7985     
■勝平保育園(新屋･０～５歳)　
７月12日(火)、８月４日(木)、9:30～
11:00。問u☎(823)4520
■牛島ルンビニ園(牛島･就学前)　
７月12日(火)、８月９日(火)、9:45～
11:00。問u☎(832)3045
■あきた中央保育園(保戸野･就学前)　
７月13日(水)、８月10日(水)、9:50～
11:00。問u☎(896)0121
■日新保育園(新屋町･０～５歳)　
７月14日(木)9:45～11:00。給食の
試食(有料･要予約)も。
問u☎(828)3211
■外旭川わんわんこども園(１～２歳)　
７月15日(金)10:00～10:40。マット
や風船遊び。上履き、着替えなどが必
要。定員10組。申込u☎(868)1136
■ナーサリー土崎(０～５歳)　
７月19日(火)、８月23日(火)、10:00
～10:50。申込u☎(845)1571

育
児
コ
ー
ナ
ー
！

＊スペースの都合などにより、「育児コーナー」に掲載依頼があったものすべてを掲載できない場合があります。ご了承ください。

親
子
で
遊
ぼ
う

★
参
加
無
料
★
直
接
会
場
へ

■
交
流
ひ
ろ
ば
＝
中
央
が
市
役
所
２
階
、

東
部･

南
部･

雄
和
が
市
民
Ｓ
Ｃ
１
階
、

西
部･

北
部･

河
辺
が
市
民
Ｓ
Ｃ
２
階

10

園
えん

開
かい

放
ほう

で遊
あそ

ぼう！

保
ほ

育
いく

所
しょ

開
かい

放
ほう

へようこそ♪

地
ち

域
いき

で育
いく

児
じ

★

育
いく

児
じ

相談
そうだん

①北部子育て交流ひろば☎(893)5985u７/12(火)･13(水)、10:00～11:00。
12日は２～３歳が対象、13日は０～２歳未満が対象です。曳山

ひ き や ま

ごっこだよ！
②河辺子育て交流ひろば☎(882)5146u７/12(火)10:30～10:50
③雄和子育て交流ひろば☎(886)5530u７/12(火)10:30～11:30
④子ども広場(フォンテAKITA６階)☎(893)6075u７/２(土)･３(日)、10:00～15:00

夏
ま
つ
り
、
縁
日

気
分
を
味
わ
お
う
♪

（青の太字が会場です。②～④は就学前のお子さんが対象です）



里帰り出産など、県外の医療機関で定
期予防接種を受ける場合、市が発行す
る｢予防接種実施依頼書｣が必要です。
接種予定のお子さんがいる保護者は、
予防接種依頼書発行申請書を提出して
ください。依頼書の発行まで数日かか
ります。手続きはお早めに。
接種費用uいったん全額を自己負担で
払い、その後、申請により、市の定め
る額の範囲内で助成します
申請方法u健康管理課窓口または市ホ
ームページにある申請書に必要事項
を記入し、同課へ直接お持ちになる
か郵送で。〒010-0976 八橋南一丁
目8-3 秋田市保健所健康管理課

☎(883)1179

いい汗をかきましょう！ 先着15組。
対象u就学前のお子さんと保護者　
日時u７月26日(火)10:30～11:30　
会場u東部市民SC(いーぱる)　
申込u７月15日(金)9:00から東部子育
て交流ひろば☎(853)1082

離乳食の進め方や歯の手入れ方法、
個別相談など。
対象u生後４か月～１歳の親子
日時u７月15日(金)10:30～11:30　
会場u河辺市民SC(カワベリア)
申込u７月８日(金)10:00から河辺子
育て交流ひろば☎(882)5146

幼児期の食事と運動についての講話
や試食、親子体操など。個別相談も
あります。先着30組。
対象u２歳～就学前のお子さんと保護者
日時u７月29日(金)10:00～12:00　
会場u市保健センター(八橋)　
申込u７月６日(水)8:30から子ども健
康課☎(883)1174

会場は市保健センター(八橋)。申し込
みは子ども健康課へ。☎(883)1174
■歯ッピーバースデイ　歯みがきレッ

スンと歯科衛生士や栄養士の講話。
対象u６～８月に１歳になるお子さん　
日時u７月25日(月)10:00～11:30　
先着u25組
■歯ッピーマウス　仕上げみがきの
個別指導と歯科衛生士とのフリート
ーク。対象u１～３歳のお子さん
日時u７月29日(金)13:30～14:30
先着u15組

母子健康手帳別冊をよく読んで受診
しましょう。風邪や感染性の病気に
かかっているときはご遠慮くださ
い。別冊をお持ちでない場合は、子
ども健康課(八橋)へお問い合わせを。
◆４か月･７か月･10か月児健診
対象u４･７･10か月になった日から、
それぞれ満５か月･満８か月･満11か
月になる前日までのお子さん　
会場u母子健康手帳別冊に記載した協
力医療機関
◆１歳６か月児健診
日時と会場u右記参照　持ち物u母子
健康手帳と別冊のアンケート(事前に
記入してください)、バスタオル
◆３歳児健診
視力･聴覚検査は自宅で行ってきてく
ださい。日時と会場u右記参照　持ち
物u母子健康手帳と別冊のアンケート
(事前に記入してください)、尿検査セ
ット(尿を容器に採って)、バスタオル

■旧秋田市の各地区
受付時間u12:45～13:30
会場u市保健センター(八橋)　
対象u１歳６か月児健診…平成27年１
月生まれの１歳７か月児、３歳児健
診…平成25年２月生まれの３歳６か
月児　

↓旧秋田市の対象地区と健診日

■河辺･雄和の各地区
受付時間u12:45～13:30
会場u河辺総合福祉交流センター
対象u１歳６か月児健診…平成26年
11月～27年１月生まれ、３歳児健診
…平成25年１月～３月生まれ
実施日u１歳６か月児健診…８月９日
(火)、３歳児健診…９月15日(木)

助産師を囲んで産後の心と身体や、毎
日の育児などについてママ同士でお
しゃべり！ 先着10組。
対象u産後６か月頃までの母親(お子
さんも一緒にどうぞ)　日時u７月19
日(火)10:00～12:00　会場u市保健

＊料金の記載がないものは無料です。
＊申込方法がないものは直接会場へ。
＊文中｢SC｣はサービスセンターの略。

育児コーナー！
笑顔がいいね

育
い く

児
じ

講
こ う

座
ざ

･親
おや

子
こ

フィットネス

ぱくぱく元
げん

気
き

教
きょう

室
しつ

産
さん

後
ご

のママトーク

乳
にゅう

幼
よう

児
じ

健康
けんこう

診
しん

査
さ

子ども健康課☎(883)1174

寺内･八橋･泉･保戸野･山王･川尻･
川元･旭南･旭北･高陽･大町･中通･
南通･楢山

対象
地区

１歳６か月児健診u８月３日(水)
３歳児健診u８月23日(火)

健診
日

牛島･卸町･大住･仁井田･御野場･
四ツ小屋･御所野･茨島･新屋･勝
平･豊岩･浜田･下浜･向浜

対象
地区

１歳６か月児健診u８月10日(水)
３歳児健診u８月31日(水)

健診
日

旭川･外旭川･新藤田･濁川･添川･山
内･仁別･千秋･手形･蛇野･手形山･東
通･広面･柳田･下北手･太平･横森･桜･
桜ガ丘･桜台･大平台･上北手･山手台

対象
地区

１歳６か月児健診u８月４日(木)
３歳児健診u８月25日(木)

健診
日

土崎･港北･将軍野･飯島･金足･
上新城･下新城

対象
地区

１歳６か月児健診u８月５日(金)
３歳児健診u８月26日(金)

健診
日

１歳６か月児･３歳児健診の
対象地区ごとの健診日

子ども健
けん

康
こう

講
こう

座
ざ

県
けん

外
がい

での予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

は依
い

頼
らい

書
しょ

が必
ひつ

要
よう

です

〝かぞくぶっくぱっく〟
中身がリニューアル

図書館の司書が子どもと大人
向けの本を選び、５冊セットにし
て貸し出す｢かぞくぶっくぱっく｣の中身を一新しました。中の本は、
袋を開けてからのお楽しみ♪  今年から、フォンテ文庫でも｢めばえ｣
コースの貸し出しを始めます。図書館利用カードを持って、各市立図
書館でお借りください。問uほくとライブラリ－明徳館☎(832)9220

年齢別に４コース！

お子
こ

さんの歯
は

、大切
たいせつ

に！

★｢めばえ｣＝就学前
★｢ふたば｣＝小学１～３年
★｢わかば｣＝小学４～６年
★｢あおば｣＝中･高校生以上
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指定難病患者、平成28年３月31日時点で１年以上継続

して精神病床に入院し、４月１日も引き続き医療機関に

入院しているかたは260円です。

※２＝ 90日を超えた場合、再度申請が必要です。

■入院時の食事代(1食につき)

※１＝

■自己負担限度額(1か月)

後期高齢者医療制度に加入し

ているかたへ、８月１日(月)から有効となる被保険

者証を７月19日(火)ころに簡易書留でお送りします

(色は紫色)。自己負担割合額は平成27年中の所得

で改めて判定しているため、今までと違う場合があ

ります。新しい被保険者証をご確認ください。

■限度額適用･標準負担額減額認定証の
更新手続きはお早めに

申請方法▶被保険者本人の印鑑、振替口座の預金通
帳･お届け印、保険料額決定通知書(納入通知書)を
持って、後期高齢医療課(市役所１階)、各市民
SC
サービスセンター

(中央･東部を除く)、駅東SC
サービスセンター

、岩見三内･大正寺
の各連絡所で手続きしてください

■後期高齢者医療制度に任意加入できます

65歳以上75歳未満のかたで、身体障害者手帳１
～３級および４級の一部、精神障害者保健福祉手帳
１･２級、療育手帳A、障害年金証書１･２級をお持
ちのかたは後期高齢者医療制度に加入することがで
きます。詳しくは、お問い合わせください。

■平成28年度の保険料の軽減

後期高齢者医療制度に加入している75歳以上、ま

たは一定の障がいがある65歳以上のかたに、｢保険

料額決定通知書･納入通知書｣を７月12日(火)にお送

りします。

金額は、平成27年中の所得などをもとに算定し

ており、年額保険料は所得割額と均等割額の合算

で、上限額が57万円(100円未満切り捨て)です。

平成28年度保険料額決定通知書と
納入通知書を７月12日(火)にお送りします

＊所得割額＝加入者の所得に応じた分。

計算式→(所得ー33万円)×8.07％

＊均等割額＝一律39,710円

①所得割額の軽減
被保険者の総所得額(平成27年の所得ー基礎控除
額33万円)などが58万円以下の場合u５割軽減

②均等割額の軽減

③後期高齢者医療制度に加入する前日まで、健康保険
の被扶養者であったかた(国保･国保組合の加入者
は除く)の軽減u所得割額０円、均等割額3,971円

所得の低いかたなどは、被保険者の総所得額など
に応じて保険料を軽減しています。

■保険料の納付方法を変更できます

保険料の納付方法を｢年金からの引き落とし｣から
｢口座振替｣に変更できます。変更を希望するかた
は、次の窓口で手続きしてください。７月20日(水)
までに手続きをすると、10月以降の年金から引き
落としが止まります。

みんなで支え合う後期高齢者医療制度 問 後期高齢医療課☎(888)5638

８月から使う新しい被保険
者証を７月下旬に送ります

医療機関の窓口で提示すると自己負担限度額ま
での支払いになる｢限度額適用･標準負担額減額認
定証｣の有効期限は７月31日(日)です。
継続となるかたへ、認定証を被保険者証と一緒に

お送りします。新たな対象者には、７月上旬に申請書
をお送りします。同封した封筒で返信してください。
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仲間同士でチームを組んで、一緒に歩いて健康づく
り！ ｢職場の仲間｣と｢65歳以上｣の各チームの参加者を
募集します(いずれも初参加を優先します)。
職場の仲間チームは、９月から来年２月までの毎日の

歩数の平均値を競い、３月には成績上位チームを表彰、
副賞を贈呈します。65歳以上チームは９月から11月ま
でに、体を動かす機会を増やすことをめざし、特に順位
は競いません。３か月間継続したチームには、１月に修
了証を贈呈します。

職場の仲間チーム(１チーム３～５人構成で50チーム)…

①市内に在住または在勤し、可能な限り同じ職場

に勤務している ②Eメールとエクセルファイルが

使用できるパソコンがある ③８月26日(金)18:30

～のスタートイベントにチームから１人以上参加

できる ④各自歩数計を準備できる　など

65歳以上チーム(１チーム２～５人構成で20チーム)…

①市内在住 ②65歳以上 ③所定のカウント表を郵送

かFAXで提出できる ④８月24日(水)10:00～のスタ

ートイベントにチームから１人以上参加できる

Eメールなどで健康情報を配信／全員にオリ
ジナルタオルを進呈／65歳以上チームで、３
か月継続したかたには歩数計を進呈　など

申
し
込
み

詳しくは、保健予防課へお問い合わせいただくか、
ホームページをご覧ください。☎(883)1178
http://www.city.akita.akita.jp/city/hl/pr/

保健予防課ホームページまたは各地区コミュニテ

ィセンターにある申込用紙で、７月１日(金)から29

日(金)までにお申し込みください。参加決定通知

は、８月中旬までに郵送します

こんな
特典が！

参
加
の
お
も
な
条
件

ぱしふぃっくびいなす＝80人 
にっぽん丸＝50人　

＊結果は当選者のみ、７月22日(金)までに代表

者へ、当日の入場整理券を発送します。

はがき、FAX、Eメールのいずれかで、希望す

る船名と全員の住所･氏名･性別･年齢･電話番

号を７月11日(月)までにお知らせください。

〒010-8560 秋田市役所観光振興課｢クル

ーズ船見学｣係　FAX(888)5603 

Eメール ro-incm@city.akita.akita.jp

問い合わせu観光振興課☎(888)5605

申し込み(１通で４人まで)

定
員(

抽
選)

８/３(水)10:00～11:00
…｢ぱしふぃっくびいなす｣

８/４(木)10:30～11:15…｢にっぽん丸｣

いずれも30分前までに集合(時間厳守)

秋田港に入港するクルーズ船の船内見学

会を開催します。小学生以上の秋田市民

で、１時間程度の歩行(階段を含む)が可能な

かたが対象です。ぜひご参加ください。

日
程
と
船
名

７/23(土)･24(日)、10:00～12:00
にぎわい交流館４階研修室１･２

長崎原爆･土崎空襲の悲劇を二度

と繰り返さないため、体験者の講話

を通して記憶を次世代に語り継ぎます。長崎原爆被

災写真展･土崎空襲資料展示も同時開催。入場無

料。直接会場へどうぞ。企画調整課☎(888)5464

講話者u長崎被爆者･末永 浩さん((公
財)長崎平和推進協会継承部会長)、

土崎空襲体験者･伊藤津紀子さん(土
崎港被爆市民会議)

平
和
祈
念
像(

長
崎
市)

松
山
町
の
高
台
か
ら

浦
上
天
守
堂
方
面
を
望
む

ナ
ガ
サ
キ･

土
崎

被
爆
証
言
講
話
会

クルーズ船
船内見学会
参加無料

／
長
崎
原
爆
資
料
館
提
供

﹇
林
重
男
氏(

撮
影)

﹈

末永 浩さん

運動不足のかた必見！
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京都の高
こ う

津古
づ こ

文化会館のコレクションを中

心に約130件の美術工芸品により、江戸時代

を彩る武家と町衆たちの華やかで奥深い世界

を紹介します。

７/16(土)u８/28(日) 10:00～18:00

一般800円(640円)、大学生600円
(480円)、高校生以下無料

萌も
え

黄ぎ

白し
ろ

敷し
き

目め

威お
ど
し

具ぐ

足そ
く

高
津
古
文
化
会
館
蔵

千
秋
美
術
館
企
画
展

７月31日(日)11:00～16:00、美術館
１階ロビーで 子ども用と大人用があ

ります。親子での参加も歓迎！ 

申し込みu７月５日(火)9:30から千秋美

術館☎(836)7860

関
連
イ
ベ
ン
ト

＊( )内は前売り、団体(20人以上)料金。

観覧料

千秋美術館、caoca広場、ローソン
チケット(Lコード：22225)

前売券
販売所

甲冑
かっちゅう

を着てみよう！ (定員50人)

千秋美術館連続講座
学芸員と美術散歩

〝ルーブル〟〝オルセー〟だけじゃない！ 芸

術の都パリの魅力を紹介します。聴講無料。

先着50人。申し込みは、７月４日(月)9:30か

ら千秋美術館へ。☎(836)7860

７月23日(土)14:00～15:00、美術館３階講堂

第２回(全６回) 

あこがれのパリ編

＊高津古文化会館＝昭和50年に時代劇映画の小道具

蒐集(しゅうしゅう)を機に設立された美術館です。

ギャラリートーク
７月23日(土)、８月７日(日)、14:00～
申込不要。展覧会チケットが必要です

『
鎌
鼬

か
ま
い
た
ち

』
よ
り
　
撮
影：

細
江
英
公

赤れんが郷土館企画展

土方巽の秋田、
秋田の土方巽
７/23(土)u10/16(日)
9:30～16:30

一般200円、
高校生以下無料

観覧料

＊団体(20人以上)は160円。

今年没後30年を迎える、秋田出身で日本を代表する舞踏

家･土方
ひ じ か た

巽
たつみ

。彼の舞踏創造に関わる作品と資料を、｢土方巽と

秋田｣をテーマに紹介します。

赤れんが郷土館

キャンドルライトと
ジャズの夕べ
７/７(木)19:00～20:15

明治45年７月７日に赤れんが館が完成したことを記念し
て行う恒例イベントです。建物のまわりをろうそくの灯りで
ライトアップするほか、ジャズ演奏のステージもあります。
ぜひお楽しみください。赤れんが郷土館☎(864)6851

♪

①学生 ②５人までの１グループ ③10人以上の団体　

大野慶人～舞踏の夕べ ９月９日(金)18:00～19:00、赤れ
んが館旧営業ホール 土方 巽の最初の舞踏作品｢禁色｣の共

演者であった大野慶人さんが、土方の舞踏を語り、57年後

の現在の舞踏を披露します。直接会場へお越しください

問い合わせ ブラウブリッツ秋田☎(874)9777

＊②の場合、６人目以降は１人1,000円がかかります。
＊席種はバックスタンド、ホームゴール裏になります。
＊当日、秋田市在住または学生であることがわかる身分証な
どを、チケット販売所でお見せください。

無料
ご
招
待
の
対
象

ブラウブリッツ秋田のホームゲームは
７/16
(土) 秋田市民デー！

｢市の記念日(７月12日)｣にちなみ、〝秋
田市民デー〟を７月16日(土)に開催しま
す。会場はあきぎんスタジアム。対戦相
手はガイナーレ鳥取で15:00キックオフ。

ご家族･グループでブラウブリッツ秋田を応援しよう！

＊７月19日(火)から22日(金)までは展示替えのため休館します。

＊演奏会は同館駐車場で行います。雨天時は館内に会場を移します。
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★親子コンサート｢きよこEnjoy
Live～ハッピー･リズム～｣　
11:00～11:30(１歳くらいまでが対象)、

13:30～14:00(２～５歳くらいが対象)。

きよこお姉さん(右)と一緒に楽しく歌って遊ぼう♪

★コーナーあそび 11:30～13:15。輪投げや魚釣

りゲームなど。各コーナーで遊んでスタンプを集め

ると風船がもらえるよ！

いす席(中学生以下のお子さんとご家族が対象、先

着各100席)をご希望のかたは、７月５日(火)16:00

から自然科学学習館へお申し込みを。立ち見もでき

ます。☎(887)5330

問 市民交流プラザ管理室☎(887)5310 検索秋田市民交流プラザ

ベルギービールの樽生が勢揃い！    日本酒や各種フ

ードも。セットコイン(前売り2,000円、当日2,200

円)をドリンクやフードと交換。ステージ演奏も。

ベルギービールフェスタ

会場u秋田拠点センターアルヴェ

｢ミニオンズ｣や

｢ヒロイン失格｣など５作品を上映。無料観覧

券(先着各作品200人)を７月４日(月)から会

場のルミエール秋田チケット売り場で配布します。

上映スケジュールなど詳しくは、同館ホームページ

でご確認ください。ルミエール秋田☎(884)7450

すイエんサー
ガールズショー

アルヴェ Summer Summerフェスタ★2016

11:30～12:00
14:30～15:00

10:00～15:00(18日は

16:00まで)。ヒントを探してクイズに挑戦！

15日17:30～22:00
16日･17日、16:00～21:00

ルミエール秋田映画まつり

Watanabeach!

ま
え
の
ん

英心＆The Medita-
tionalies 

出
演
予
定

ア
ー
テ
ィ
ス
ト

全長約70㍍のウオータ

ースライダーなどが楽しめ

る、遊具エリアが限定オープン！

７月16日(土)u8月28日(日)
10:00～17:00

日時
土･日、祝日と８月11日(木)から16日

(火)までは18:00まで

クアドーム ザ･ブーン
プールエリア特設屋外会場

会場

料金(入館料別･３歳未満無料)u平日…小
学生以下1,000円、中学生以上1,200円

土･日、祝日、８月11日～16日…小学
生以下1,200円、中学生以上1,500円

問い合わせ ザ･ブーン☎(827)2301

★７月10日(日)は、市の記念日にちなみ入館料が半額→大人255円、中･高生
205円、3歳～小学生150円

第２弾■ザ･ブーン
25周年イベント 中学生以下のお子さんとご家族が対象です。テント設

営、飯ごう炊飯、キャンプファイヤーなど。参加費は１家

族1,500円(活動費)＋１人2,500円(食材費)。定員は10

家族(定員を超えた場合は抽選)。

７月23日(土)u24日(日)の１泊２日
日程

…秋田駅東口から無料送迎バスが出ます

太平山自然学習センターまんたらめ会場

申し
込み

はがき(１家族１通)に催し名、住所、参加者全員の

氏名、年齢、電話･FAX番号を書いて、７月８日

(金)(必着)まで、〒010-0824 仁別字マンタラメ

227-１ 太平山自然学習センター☎(827)2171

■夏のファミリーキャンプ

小･中学生と保護者が対象です。仁別自然国民の

森を自然観察指導員が案内します。森林博物館の

見学も。参加費は大人のみ500円。先着45人。

申し
込み

７月４日(月)8:30から

農地森林整備課☎(888)5741

８月２日(火)8:50～15:00日時 …市役所からバスで移動

■仁別で自然観察会

７/15金～18月 祝

子ども未来センター夏まつり

15日
▼

17日
開催

16日
▼

18日
開催

16日
開催

17日
18日
開催

ぐるぐるつながる探検隊

リサ かのん ほのか

＊いす席の申し込みは電話のみ。

中川 正太朗

16日

15日･17日 15日･16日
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８月６日(土)の竿燈入場前に、竿燈大
通りをパレードしませんか。市民活
動のPR、観光客の歓迎と被災地復興
へのメッセージなどを会場でアピー
ル！ スポーツチーム、サークル、商
店街など、ぜひご参加ください！
事前説明会u７月19日(火)18:30～、
中央市民SC(センタース)洋室２・３
申込u７月15日(金)までパレード実行
委員会の武内さん

☎090-2363-0398

日時 u講習…９月27   日 (火)9:30～
15:30、試験…10月28日(金)10:00
～12:00 会場u秋田県JAビル９階
大ホール　受験手数料u6,000円
申込u上下水道局(川尻)１階の給排水
課にある用紙を７月１日(金)から11日
(月)までに同課へ。用紙は、ホームペ
ージからもダウンロードできます。
http://www.gs-akita.com
問u秋田県下水道協会事務局

☎(864)1427

■清掃登山 ①②は朝5:00、③は朝
6:00に秋田市役所臨時駐車場へ集
合してください。会費各500円。申
し込みは秋田清掃登山連絡協議会の
大山さんへ。☎080-1654-5240
①７月10日(日)、森吉山へ
②７月24日(日)、鳥海山(御浜)へ
③９月４日(日)、横手市の保呂羽山へ
■廃校舎でそばを楽しむ会
市の６次産業化関連事業。石臼挽き
体験やそば定食を堪能します。
日時 u７月16日(土)･17日(日)･18日
(月)･30日(土)･31日(日)、11:00～、
12:00～、13:00～(各１時間半程度)
会場u旧上新城中学校　参加費u大人

1,300円､中･高･大学生1,000円､小
学生以下650円　先着u各20人　
申込u上新城ノーザンビレッジ

☎(884)7441
■秋田県山岳連盟の｢山の日｣制定記
念鳥海山(笙

しょう

ガ岳)登山 県庁前に集
合しバスで移動します。日時u７月
24日(日)6:00～18:00　交通費･保
険料u3,000円(中学生以下1,500円)
先着u30人 申込uはがきかFAX、Eメ
ールに住所･氏名･性別･生年月日･電
話番号、Eメールアドレスを書いて､
〒010-1421 仁井田本町四丁目5-35
藤原健一さん　FAX(839)3200
Eメール fuji-ken2@mint.odn.ne.jp
☎090-8784-2963(平日日中不可)
■精神障がい者家族相談
日時u７月15日(金)10:00～15:00　
会場u市老人福祉センター２階和室
(八橋)　問uNPO法人秋田けやき会

☎(863)4481
■死別の苦しみ･悲しみを語る集い
日時u７月16日(土)13:00～16:00
会場u県社会福祉会館(旭北)　
参加費u300円　問u秋田グリーフケ
ア研究会☎080-5000-8706(遺族
の個人ケアも行います。要予約)
■ふれあい法律相談 三浦広久 弁護
士が応じます。申し込みは１つの相
談内容につき年度内１回まで。
日時u７月25日(月)10:00～12:00　
会場u市老人福祉センター　先着u６
人　申込u７月４日(月)10:00から市
社協ふれあい福祉相談センター

☎(863)6006(電話のみ)

｢ロコモと骨粗しょう症｣をテーマに
医師と理学療法士が話します。メニ
ュー解説あり。先着40人。
日時u７月14日(木)16:00～18:00
会場uあきたタニタ食堂(エリアなか

いち内)　食事代u750円
申込uあきたタニタ食堂

☎(827)5125

｢脳卒中｣をテーマに、医師が話しま
す。医療相談会も開催。
日時u７月28日(木)16:00～17:30
会場u西部市民SC(ウェスター)
問u市立病院医事課☎(823)4171

ミニテニス教室。
日時u７月26日(火)9:30～11:30
会場u雄和体育館　先着u20人
申込u７月４日(月)9:00から雄和市民
SC☎(886)5540

会場はいずれも市保健所(八橋)。心
の重荷をひとりで抱え込まずに相談
してみませんか。申し込みは健康管
理課へ。☎(883)1180
■精神科医による相談
原則通院中でないかたが対象です。
日時u７月14日(木)･21日(木)、13:30
～16:00 定員u各日２人
■臨床心理士によるこころのケア相談
日時u毎週水曜(祝日を除く)、13:15
～17:15 定員u各日３人

■市民公開講座 ｢それでもわたし
は山に登る｣と題し、登山家でがん
を克服した田部井淳子さんが講演。
日時u７月15日(金)18:00～19:00
会場u秋田大学本道キャンパス医学系
研究棟4階 定員u200人 問u秋田
大学胸部外科学講座☎(884)6132
■ここからサロン 健康ストレッチ
と茶話会。対象u60歳以上のかた(勝
平地区のかたを優先)　日時u７月22
日(金)13:30～15:30　会場u勝平地
区コミセン　お茶代などu100円
定員(抽選)u20人 申込u７月14日
(木)まで勝平地域包括支援センター
シンシア☎(883)3055

心
こころ

の相談
そうだん

へどうぞ
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カフェ

＊スペースの都合などにより、「情報チャンネルa」に掲載依頼があったものすべてを掲載できない場合があります。ご了承ください。

排
はい

水
すい

設
せつ

備
び

工
こう

事
じ

責任
せきにん

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

試
し

験
けん

・料金の記載がないものは無料です
・申込方法がないものは直接会場へ

案　内

・料金の記載がないものは無料です
・申込方法がないものは直接会場へ

健　康

竿燈
かんとう

まつり パレードで盛
も

り上
あ

げよう！

65歳以上のかたが対象。時間は10:00～12:00。参加無料。
直接会場へお越しください。①③は動きやすい服装でどうぞ。い

き
い
き
サ
ロ
ン

①ラフターヨガ…実施日u７月５日(火) 会場･問u大森山老人と子どもの家☎(828)1651
②演歌･歌謡教室…実施日u７月７日(木) 会場･問u飯島老人いこいの家☎(845)3692
③ADL体操…実施日u７月12日(火)　会場･問u雄和ふれあいプラザ☎(886)5071

…実施日u７月13日(水)　会場･問u八橋老人いこいの家☎(862)6025
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立方体型の万華鏡を作ります。
対象u小学生以上(小３以下は保護者
同伴)　日時u７月27日(水)･28日(木)､
10:00～11:30、13:00～14:30　
会場uアルヴェ２階多目的ホール
材料費u500円　先着u各30人
申込u７月12日(火)16:00から自然科
学学習館☎(887)5330

対象u西部地域の小学生と保護者
日時u７月31日(日)6:00～7:30(荒
天時は８月７日(日)に延期)
保険料などu１人100円 先着u70組
申込u７月５日(火)9:00から西部市民
SC☎(828)4217

上下水道局川尻庁舎または秋田駅東
口に集合して、バスで移動。浄水場
(仁井田)や下水処理場(八橋)の見学
など。昼食は自己負担です。
対象u小学４･５･６年生の親子
日時u７月30日(土)9:00～15:30
定員(抽選)u10組
申込uはがきに住所･親子の氏名･年
齢(学年)･電話番号･希望する集合場
所を書いて､〒010-0945 川尻みよ
し町14-8 上下水道局総務課へ。同
局ホームページから電子申請もでき
ます。申込期間は７月６日(水)9:00
から20日(水)まで。☎(823)8434

■自然と親しむ会
獅子ヶ鼻湿原(にかほ
市)を散策します。北
部公民館に集合し、バスで移動。
対象u北部公民館管内のかた　
日時u７月８日(金)9:00～16:00　
参加費u100円　先着u20人　
申込u７月４日(月)9:00から北部公民
館☎(873)4839
■仁別の森

も

林
り

で遊ぼう!　森林散策や
木工製作体験。東北森林管理局(中通)
に集合し、バスで移動。対象u小学生

と保護者　日時u７月25日(月)8:30～
15:55　保険料u１人100円　定員
(抽選)u13組　申込u７月14日(木)(必
着)まで、はがきかFAXで東北森林管
理局へ。記載内容など、詳しくはお
問い合わせを。☎(836)2211
■森で遊ぼう
秋田県環境と文化のむら(五城目町)で
自然観察と自由工作。西部市民SC(ウ
エスター)に集合し、バスで移動。
対象u西部地域の小学生(小３以下は
保護者同伴) 日時u７月28日(木)8:50
～16:00　保険料などu１人100円　
先着u45人　申込u７月５日(火)9:00
から西部市民SC☎(828)4217

■お天気フェアあきた　
気象台の施設見学やお天気相談、気
象に関する実験コーナーなど。
日時u７月９日(土)10:00～15:00　
会場･問u秋田地方気象台(山王)

☎(824)0376
■金刀比羅神社宵宮祭「みちこ一

い ち

座
ざ

」や民謡、いずみ太鼓のステージ
など。日時 u７月９日(土)17:00～
20:00　会場u金刀比羅神社境内(土
崎港中央六丁目) 問u土崎中央通り
商店会の加藤さん☎(845)0422
■第59回秋田市芸術祭
日時u７月10日(日)13:00～
催しu四季の彩…会場は文化会館大
ホール。歌謡曲、大正琴、フラダン
ス、タップダンス、ジャズダンス、美
容着付け。入場料1,000円
秋田市民文芸大会(短歌･俳句･川
柳)…会場は文化会館各会議室など
問u(一社)秋田市文化団体連盟

☎(866)4026
■よさとせ歌舞輝

か ぶ き

10周年記念　
市文化振興助成金事業。秋田大学よ
さこいサークルの結成10周年を記念
し、県内外10チームが集結します。
日時u７月18日(月)13:00～17:00　
会場uエリアなかいち 問u代表の伊
藤さん☎090-8257-1450
■土崎図書館朗読会
日時u７月23日(土)13:30～15:00　
会場uほくとライブラリー土崎図書
館研修室　問u朗読ボランティアは
まなす代表の安藤さん

☎(857)4037(17:00以降)

■マリンウィーク体験スクール ①
②③とも、定員を超えた場合は抽選。
日時u７月17日(日)10:00～12:00
と13:00～15:00 会場u秋田マリ
ーナ(飯島) ①ヨット乗船体験　小
学生以上(小･中学生は保護者同伴)が
対象。参加費300円。定員各15人
(１組５人まで)　②ボートフィッシ
ング体験 小学生以上(小･中学生は
保護者同伴)が対象。参加費800
円。定員各12人(１組４人まで)
③ボート免許講習体験 16歳以上が
対象。定員各12人(１組３人まで)　
申込u往復はがきに、希望体験名と午
前･午後の別(第２希望まで)、代表者
の住所、乗船者全員の氏名･年齢･性
別、連絡先を書いて、７月11日(月)(必
着)まで、〒011-0911 飯島字堀川
118 秋田マリーナ「マリンウィーク
体験スクール」係☎(847)1851
■あきたガラスフェスタ展示即売会
｢秋田のガラスプロジェクト｣の招待
作家･マイケル･シャイナーさんによ
る公開制作(美大で７月９日(土)・10
日(日))での作品を展示。秋田在住作
家の作品の展示即売も。日時u７月
25日 (月 )から８月７日 (日 )まで ､
10:00～18:30(水曜定休) 会場･
問u秋田贔屓

び い き

(大町)☎(853)7470
■第26回暴力団壊滅秋田県民大会
県警音楽隊の演奏や｢暴力団情勢｣と
題した講演のほか、ブラボー中谷の
トーク＆マジックショーも。日時u

７月28日(木)13:00～16:00　会場
u文化会館大ホール 問u(公財)暴力
団壊滅秋田県民会議☎(824)8989
■秋田大学子ども見学デー ドクタ
ー体験やミニ実験など。申し込みは
７月15日(金)まで。参加方法など、
詳しくはお問い合わせください。
対象u小学生と保護者
日時u８月５日(金)9:30～12:00
会場u秋田大学手形および本道キャ
ンパス　定員u236人　問u秋田大学
地方創生･研究推進課☎(889)2270
■市民スポーツ祭･サッカー 日程u

９月５日(月)から10月30日(日)まで､
18:00～　会場u勝平市民グラウン
ド、スペースプロジェクト・ドリーム
フィールド 参加費u１チーム7,000
円　申込u７月25日(月)まで秋田市サ
ッカー協会事務局☎(864)6117

情報チャンネルa
と･れ･た･て

■文中｢SC｣はサービスセンターの略です。
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ど１作品を作ります。対象u小学生(小
学１･２年は保護者同伴)　日時u７月
23日(土)･26日(火)､10:30～12:30、
13:30～15:30　会場uアトリエもも
さだ　受講料u1,000円　定員u各12
人　申込開始日u７月２日(土)

会場はいずれも雄和市民SC(ユービ
ス)。申し込みは、７月４日(月)9:00
から雄和市民SCへ。☎(886)5540
■小学生書道教室　秋田書道展覧会
の課題に挑戦。日時u７月28日(木)･
29日(金)､9:30～11:30 先着u30人
■親子料理教室　手作り豆腐とおか
らを使ったカップケーキ作り。
対象u小学生の親子　日時u７月31日
(日)9:30～12:00　参加費u１組500
円　先着u８組

地元産の食材などで河辺地域の伝統
ある漬物の漬け方を学びます。
対象u18歳以上の女性で両日受講で
きるかた 日時u８月１日(月)､11月
14日(月)､10:00～12:00　
会場u河辺総合福祉交流センター
材料費u1,500円　先着u10人
申込u７月４日(月)9:00から河辺市民
SC生涯学習担当☎(882)5171

江戸幕府の老中･田沼意次
おきつ ぐ

や平賀源
内と交流のあった藩主･佐竹義敦(画
号･曙山)について､作家の土居輝雄さ
んが語ります。先着50人。
日時u７月12日(火)10:00～11:30　

会場uほくとライブラリー明徳館
申込u７月５日(火)9:00からほくとラ
イブラリー明徳館☎(832)9220

一緒に楽しく日本語を勉強しよう！
対象u市内に住む外国のかた 日時u

毎週木曜、18:30～20:00　会場u

ジョイナス(千秋) 教材費u実費
申込u企画調整課☎(888)5464

■明徳館こんわ会セミナー｢藩校明
徳館とその周辺｣　講師は元県立図
書館長の半田和彦さん。日時u７月
９日(土)10:00～12:00　会場uほく
とライブラリー明徳館　申込u同こ
んわ会の岩見さん☎(836)7412
■救命講習会(心肺蘇生法、AEDなど)
日時u７月23日(土)9:00～12:00
会場u南部市民SC(なんぴあ)　
先着u20人　申込u７月２日(土)から
秋田南消防署☎(839)9551
■スポーツ指導者講習会　秋田大学
男鹿なまはげ分校長であり､ 元レス
リング五輪代表の茂木 優さんが講演
します。けが予防の基礎運動も。
対象uスポーツ少年団や部活動、クラ
ブ団体などの指導者、保護者　日時u

７月23日(土)9:00～12:00　会場u

茨島体育館　定員u100人　申込u秋
田市体育協会事務局☎(896)5331
■親子体験教室
小学生の親子が対象です。時間は
10:00～11:30と13:30～15:00
の２回(③のみ9:30～12:30の１
回)。会場と申し込みは中央シルバー

エリア(御所野)へ。☎(829)2151
＊開催日、参加費、定員の順で記載。
①陶芸u７月24日(日)、1,050円、各
27人　②スイーツデコ u８月６日
(土)、1,000円、各35人　③ミニ四駆u

８月６日(土)、1,200円、25組　④七
宝焼きu８月７日(日)、800円、各27人
■親子お金教室 日本銀行秋田支店
(大町)の見学や学習など。対象u小学
４年～６年生と保護者　日時u７月
26日(火)･27日(水)･28日(木)、9:30
～11:30　先着u各10組20人
申込u７月４日(月)9:00から秋田県金
融広報委員会☎(824)7814
■子ども手話教室　対象u小学生(保護
者の参加可)　日時u７月27日(水)
10:30～12:00　会場u県心身障害者
総合福祉センター３階　定員u60人　
申込u７月19日(火)まで秋田市手話研
究会の板橋さん☎090-9968-3958
■ジュニアロースクール 模擬選挙
を体験し、民主主義について考えま
す。弁護士との昼食会もあります。
日時u８月５日(金)10:30～15:40
会場u秋田弁護士会館(山王)
定員(抽選)u中学生24人、中学校の教
員10人　申込u７月19日(火)まで秋
田弁護士会事務局☎(862)3770
■調理師試験対応講習会 対象uひ
とり親家庭の父親や母親、寡婦(託児
あり。要申込)　日時u９月１日(木)･
６日(火)･８日(木)･12日(月)、9:00～
17:00　会場u県社会福祉会館(旭北)
資料代u2,000円程度　定員u15人　
申込u８月22日(月)まで所定の申込書
を秋田県ひとり親家庭就業･自立支
援センターへ。☎(896)1531

＊スペースの都合などにより、「情報チャンネルa」に掲載依頼があったものすべてを掲載できない場合があります。ご了承ください。
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23日の開会式(9:15～)に高
木美保名誉園長が出席します。

７月23日(土)･24日(日)

〒010-1654 浜田字潟端154 大森山動物園 

☎(828)5508･FAX(828)5509
Eメール ro-inzo@city.akita.akita.jp

参
加
無
料
で
す
が
、
大
人
は
入
園
料
720
円
が
必
要
で
す

絵画の部uどなたでも参加でき

ます。直接動物園へ。画用紙以外の道具は各自で準備を　

立体の部(24日のみ)u小学４～６年生が対象。７月２日(土)～
10日(日)に電話、FAX、Eメールのいずれかで、住所、氏名(ふ

りがな)、学校名、学年、電話番号をお知らせください

サマースクール参加者募集
７月27日(水)･28日(木)
10:00～15:00

テ
ー
マ

よ
〜
く

み
て
み
手て

！
対象u小学１年生から高校生

まで(小３以下は保護者同伴)　

内容 u午前は飼育作業を体

験、午後は動物の手について

のワークショップ　定員u各

25人(抽選)　申込方法u７月

２日(土)～10日(日)に、はが

き、FAX、Eメールのいずれ

かで、催し名、希望日、住

所、全員の氏名･年齢･学年･

電話番号をお知らせくださ

い。申込先は左記参照

申
込
先

親と子のふれあい写生大会

9:00～16:30(24日は14:30まで)
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“くまさんのオムライス”作り♪
対象u小学生の親子
日時u７月27日(水)9:30～12:00　
会場u河辺総合福祉交流センター
材料費などu１人310円　先着u10組
申込u７月４日(月)9:00から河辺市民
SC生涯学習担当☎(882)5171

自分で切り抜いた切り絵を布のバッ
グに染色します。先着各10組。
対象u小学生と保護者　日程と会場u

①７月26日(火)＝ほくとライブラリー
明徳館　②８月２日(火)＝ほくとライ
ブラリー土崎図書館　③８月９日
(火)＝ほくとライブラリー新屋図書館
④８月17日(水)＝ほくとライブラリー
明徳館河辺分館 時間 u10:00～
12:00 申込u７月４日(月)8:30から
環境都市推進課☎(888)5708

西部市民SC(ウエスター)から、雄和
の窯元

かまも と

へバスで移動。皿、マグカッ
プ、ペン立ての中から１つ作ります。
対象u西部地域の小学生の親子
日時u７月26日(火)9:20～12:30
材料費u１人800円 先着u12組
申込u７月５日(火)9:00から西部市民
SC☎(828)4217

自由な発想で陶器づくりに挑戦！
対象u小学生 日時u７月26日(火)9:30
～12:00 会場u北部市民SC(キタス
カ) 材料費u１人500円 先着u20人
申込u７月４日(月)9:00から北部市民
SC☎(893)5969

第107次発掘調査現場での作業。
対象 u小･中学生 日時 u７月23日
(土)10:00～12:00　集合u秋田城跡
歴史資料館(寺内焼山)　先着u15人
申込u７月４日(月)8:30から秋田城跡
歴史資料館☎(845)1837

市役所内にある中央市民SC(センタ
ース)が会場の各種講座です。
★申込先が中央市民SCの講座(①②)
小学生と保護者が対象です。先着各
10組。中央市民SC☎(888)5654
①親子きりえ教室 はがき作りな
ど。日時u７月26日(火)･28日(木)､８
月２日(火)、10:00～12:00　
申込開始u７月４日(月)9:00～
②親子陶芸教室(連続講座) 湯飲
み、小鉢、皿、小物作り。絵づけ･釉

ゆう

がけも。日時u７月25日(月)､８月１
日(月)･９日(火)、10:00～12:00(９
日は11:00まで)　材料費u１組500
円　申込開始u７月６日(水)9:00～
★申込先が生涯学習室の講座(③～⑤)

生涯学習室☎(888)5810
③コミュニケーションカフェ
自分も相手も大切にし、上手に自分
の気持ちを伝える｢アサーティブ｣を
学びます。初参加のかた歓迎。
日時u７月23日(土)13:30～15:00
お茶代u100円　先着u20人
申込開始u７月４日(月)8:30～
④夏を乗り切るスタミナ料理　
メキシコ風のスタミナ料理･チリコ
ンカーンなどを作ります。
対象u39歳以下のかた　
日時u７月26日(火)18:30～20:30
材料費u600円 先着u16人
申込開始u７月４日(月)12:00～
⑤楽しい親子フラダンス講座　
対象u小･中学生と保護者　日時u７
月30日(土)､８月１日(月)･６日(土)､
10:00～12:00　先着u10組
申込開始u７月４日(月)12:00～

申し込みはアトリエももさだへ(開
始日が異なります。月曜休館)。

☎(888)8137(9:00～16:30)
①デッサンスクール初心者講座
デッサンの基礎。対象u高校生以上
のかた 日時u７月17日(日)･24日
(日)､10:30～16:00　会場u美大サ
テライトセンター(フォンテAKITA６
階)　受講料u3,200円 先着u８人
申込開始日u７月５日(火)
②陶芸体験ーうつわを作ろう!!ー
手びねりで、マグカップ、皿、茶碗な

u秋田市ほっと情報

u元気な子どものまちづくり企業

ABS｢こんにちは秋田市から｣
11:40～ 11:55～

AAB｢いきいき秋田市から｣ 15:50～

AKT｢こんばんは秋田市から｣ 22:54～

＊番組内容は、変更する場合がありま

す。５分番組は秋田ケーブルテレビ

でも放送しています。

◎ザ･ブーンの25周年イベント
◎無料肝炎ウイルス検査

uエフエム秋田｢秋田市マンデー
555｣　 17:55～／uABSラジオ｢秋
田市今週のいちネタ｣ 　10:30～

uエフエム椿台｢午後スタ｣　 14:00～

ラ
ジ
オ
番
組

月
火

水

土 日

月水
水

７／２ u７／６ 水土

７／９ u７／13 水土

ABS｢わがまち大好き秋田市長です｣

７/17　 11:40～11:55日

15分番組(月１回･手話通訳放送)

５分番組

広報広聴課☎(888)5471
テレビガイド

市政

■文中｢SC｣はサービスセンターの略です。

情報チャンネルa
と･れ･た･て

・料金の記載がないものは無料です
・申込方法がないものは直接会場へ

講　座　

uアートを学ぶ高校生･美大附属学院

親
おや

子
こ

でオムライス作
づく

り

uぐるっと！雄和を散策

親
おや

子
こ

陶芸
とうげい

教
きょう

室
しつ

写真から香りが伝えら

れないのが残念です。ス

テージやパレードを撮影

中、ずらりと並んだ秋田

の食のブースから漂う〝美味しい〟香り

に何度おなかが鳴ったことか。

そして表紙の芸能の数々(ほんの一部

です)。番楽や太鼓も初めて見るものが

たくさんあり、何だかワクワクが止ま

りませんでした。夏祭りシーズンが楽

しみです！

センタースで学
まな

ぼう！

親
おや

子
こ

で作
つく

ろうマイバッグ

こども陶芸
とうげい

教
きょう

室
しつ

史
し

跡秋
せきあき

田
た

城
じょう

跡発掘体験
あとはっくつたいけん

教
きょう

室
しつ

デッサン＆陶芸体験
とうげいたいけん

＊７/11(月)･13(水)のAABの放送は休止

します。

センタースの陶芸室

表
紙
の

は
な
し♪
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新屋の鹿嶋祭(６月12日)
３月に市の無形民俗文化財に指定された

｢新屋の鹿嶋祭｣。今年も各町内の鹿嶋船

が厄払いと子どもの成長を祈願し、地域

を練り歩きました。

あきた観光レディーの蕗刈り撮影会(６月11日)
仁井田地区特産の大きな蕗を持ってニッコリ微笑む

のは、この春観光レディーに就任した３人。右から

松井香菜子さん、長澤果奈さん、石井 希さんです。

カメラトピックス～季節のたより
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